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赤外吸収スペクトルによる脂肪族

イ ミ ドの 分 子 横 道 の 研 究

理 静 の 報
う緒 言

アシ Jt/密着替 草 体 ) ヒ5LンLl'ン漁 轟払 . ノ()レピ ッ ー)L,萄誇 皐 蕗 J

謁 リ ン 静 養 良 の紙 iノ LJ i っ が のCE0結 合 とN-H帝 各 ヒが真 互 1つ

連 結 し 挺 清 盛 を も ゥ多 く の 化 各 肋 が 直 菜 品 ヒ レ て 同 い ら れ て い る.

二glら a)化 各 地 の各軸 ある いは博 良 化孝 曲 麻 罷 tl在外 吸収 ス ペク ト

ル 乞 萄 勤 に 利 用 す 75た め L=71ノ C-0繕~各 とN-H蝕 み cr り購 求 壬 yL

る歯 草 す膏 駐 巷 七 品 -7番 硬 拍 a-化 合 物 の市 外 嘘 収 ス ôク ト ル 空充 脊

解析 して虫 ( ニ ヒが 止 尊 号 ある ｡ この 逮 C)化 合 材 力占 有 蕨 屯卑 韓

TJ:もの . す 1J:h -ち. C ･-0番 各お Jが-軒H蕗 各 各 一 個 -t 専 っ モ ノ 監

操 ア ミ tih(Fe-CO NH-R′)に っ Ll<甘. 二め も d)がポ リJe7d41ド の

モ 声 ル 化 合 緬 で あ る た め J 産め 番 外 嘘収 又 ,T ク ト,レヒ境 豊 ヒの 厨直

故 に J7い て鍵 東 よ.) 暫 く h 諦 轟が 持 二 な わ れ て お り 1.2) ノ C-N締金
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バグいレセ検討ヰr、ジアセトアミドの添外吸収ヌバクトレが再詣晶

瀦嬢ぢ＝�迥ｨ繍でい・砂ゐ↓爆静r千．・桝炉、靴
カリウム鎚剰法にぼって測，零すゐヒ芝しばしば異常を斥すごヒセ知
った二脅　需’．・乞ら．｝て二．ジ・アセト　ブ　ミ祥の高譲同族脅～の甥｝合・i毛引）そめr監クL吸

塚ズ岬クトルが耳漏と溶液奄いちδみしく婆なみZヒを見手ぼる，

モノ置壊アミドめ赤外畷収ス爬グトルを参凝しマ．これらの現皐は

すバでイミド分芒め分子彰の粕「藍セ」・ゐ唱めと訴えた。　老こさノ　こ

の詫セ薫哲・めるピ芙kL，さらに複雑貸橘・黄塾側っ噺万万合物め派等

等収スバクトル解祈のたあの年層資料産得る百－的凸看．イミドの分場

砒辞腋収スペ外・レ幼興野細茸らかにすみこヒを歪閉して

率石「f掩ぞおこなつ・た．

　究す重7X素化に。♪るフ～ベクトル童尾乞測災し乙．　ジアセトアミ捨

の縮曲二彫ヒ心裡め分手形．すなめちトラン：若トヲンズ形ヒトラン

ヌーシス形が’知慨しているこヒ．を知っ尾．ジアセ転アミドの商級同族

佑はドラン又一トランス形セと。て畑野でみことを知り．　零れらめ重：

7k：系化｝（1男ずる更験誌票1から，　この侶の単寧挫壷網鯖を幡産した。

この国璽：ld：芝らに二直黒の測建お’。｝び墓準帳動解棺に．よって確レかめ

られ乾。　ジアセトアミドヒ八尾ゲン化プルカηとの稻互作三琵「Kよ

るスペクトル斐招乏葬細ヒ検討し，これボ分署形の亙転によって起

る＝ヒを確かめ、莫杷一カリウム鍍創法匠詣けみ裏常め原再を鴫ら・三

韓し㍗。　猿式κミド陳合せ祖ゐシスーシス霧陀ついて恩．コ八ク酸

イミ恥’ちよ・びくレオン酸イミドの車恭条把夷、験黙秘よク蒋住吸収昂

を些事レ乏．　畏嶽にトランズーシス形がジア也トアミ詮お♂が埴φ

商物碕玉手の無急性溶機溶液陣触佐ずるこヒ帰り，前二行下

湯替と比較するこ凶2ゆって、こ例卿軽侮疲収鞘の含理助恋睡臥

12武功し彪。　以：ヒの甜凝に」：つて脂蘭族イミドの詣晶・島よ’び洛液

ヰの分寄形と憲外特注吸収肋妙華をすバて鴫らかにすみこ』’とが赴

差た。　これわを噸毛並って衣ヒ盛べる1
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第’一章ジアセトアミドの結晶二形

　非湿式イミド蓄セもつ化合遡で．現柾知ら近てい乃姦ぢ鷺単なち

のはジアセトァミド（CH3（〉．ONHcb．CH3）である。

κ一らは．彪にノ93／葺．ヒこの勘のラマンス将クト
ルを液体幽粘しておりの、免・らはクロロホルム洛液の忍丹吸

攻スペ外・レのヰか・ら。撃。庫縮振勤藪のみを子下してい・るク）が，

紬晶の派〃ト瞭収スパクトルk＝ついて且全く：級砦セみ呑U。

　薫看甘，この裾合物に宴只形（A彩）　ヒ不凄定形（8形）の蓄晶

が湯みこ．ヒを見以だし、両開の紹ト押収ス〈ρクト・レ（々〃〃・～
　　　　リノ4／〃〃躍 @）セジアセトアミドとジアセトアミド㌧詫（C日ゴCOA10ω6

月5）12ついて測指し距。　A形，β形芙ヒトランス働モ2置挟アミ

肋アミ唖唄収ポ）に尉応す・韻学砲弾す聖母襖動弾
帯は互にいちじゐレ《異風ってし、て、　．分暑彫の祖違セ渇九ないと説

岨困’難であみ。　　本i重酋は，　誌ずし審翁「の葡．単ぢ『KI3で楓域12おヒ「：る
　　　　　　　　　　　　ノ
C二〇雪平運動吸収請の重：氷乗｝2遭ゐ穆動セ．　可能な分際形の対等」

控と比藪：検討し、　A．彫首トランスーシス形．　βf珍はトランスートランズ

形ヒ結論し屹，　4移の分子形にワいては本研究と平右レておこな

わ泥た×線呵折によゐ殉免緒戦卸と一致しと．

舞一節　凄喪砂お＆び不」妥）轡形磁界の菰外画収ズペクトル

　エタノール，エーチ’レ．クロ憎釦レム浮び叫規那系乳液よウ

矧「思させたジアセトアミドの結晶は籍融夢ミ態より得斥＝緒罰と同一の

煮外媛収スバクいレ乏示すバ，水溶液¢り現勢もせた蕎晶の菰殊吸

収ス／甲クト）レはこシtらとい方じみしく墨ナざづ・ている．　 ）乏こて㌧便

宣上前看の即下をA紘楼看吃B形と制寸ける＝と1二すみ．野猫

晶はノ幣温で甘薄らく不帰昆移ビ看之ら丸、設日1年置置ず靴ばしば

しばA明く‘b塩化が’起つそいゐ．　．K洛液より枯鼠させt運算に下

形結鋳ヒ庖ゐZいう挙業｝言、　ジアセトアミk、のム1一重ヨく三把合物のA

砺緒轟rを器よりと・す庖牛合㌧一つのi准煎と．なっていみ。　ジアセト

　　　　　　　　　　　　　　（3）



アミ’ ｪ辣秘ヒ緒合し・ていゐ勘な活性の．煮索原甜錦髄
剰の重永ヒとオ・し，置ちヒ溶三門即し働凱せみこと耐繭

単尼重訂〈薬に置挟されゐあ矯あみが、ジアセトアミドめ湯含、この

ようP？レて捉られk結晶は“子べ’て1ヲ形に有っていみからである。

こあB丁重諸豪把合物詰晶一セー旦涛離して涌’び鯉口Iしさ1壮ゐオ㌧あ

みし噛エーテル．クロロ永ルムなビめ肩下藩媒から西詩晶さ辻れば

A吾猫晶が痔られみので勘ゐが、重氷表化合物は室気申めボ回気に

よってすみ曽かk濁置．侠セらげ．その鋒ゑ猷下みめで・重三凋落液か

ら苛出さ吐κ後に婚融：〉乞の他の処理を施す＝ヒは董乏みだげ置㌃な

くてはならない。　引照はジフセトアミド’の7｝く溶液より凍結乾燥法

レユよってホを除去「トみときは、A砂結晶と伺一め散外吸収スへ・クト

ルそ吾之ゐ試’料が碍られ㊨二とセ見出唐’レ地のこ』．豊水i票化会物A

彩鮨晶φ家外吸収スペクトルとし「ご、　ジアセトアミF豊未洛瀬（約

♂％）より源詰転燥法陀よって重2くを除云レて得吃試料の）をれを用

いるこどヒし砲，これによクて銑東め需｝いジア・セトアミト㌧グの派外

塑坂ヌAPクトル．セ嬉一冶こヒが』皆室危．

　こめよう1をレて測寒し亀A砂およびB形結晶の毒クト噴収ス却クト

ルお・♂・び」主紅以→〈箭の丁数をを】潭］h乙示す。　　角形φヌ1ハP’クト，レは

、自。
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うセ，図’　ジアセドアミド」嵩晶の

　　　　宗外吸収スペカトル

開票伝合加

・重冷光侶合物

4““。一4〃・伽「’の全男心にわたって互燐・巧しみし爆な

。Z、吻・ヒ勘気・ゐ．このよろなスペ・クトルめ福異が・靴A移

厳遵ぴB形緒罷におけ冶介子め配司の往言め相豊落しrizよつて篭わ

れると舵え難、、。すな肪，A形ヒ師多ヒではジフセトフミド分

手め分子形が要丁ざ勺ている可能控ゐぐ大ぎい・．＝れを禧かめるκめ

匿漁の可輪瞬刊控靴みいて壊踊の融’薪罐・k継
1ねゐス砂い壊化・説明が苛鮎嬬…わK砂嗣子編
し竜。　分5高め組亘ヒしては，原3の憐列ぱ彪は縮合め仕右が異

な。マい硲遭眼凱．1膳的㍑前δ肋るボぐ一購合のぎ肋

め燗廻．樋齢が異娩廻転難の二・の場合橘勾肋融
陀つ．回で旗惜し「ヒ．

舞二．節構≧六三オ生体の可能ノ腔

　イミレ蓋ヒ痴寸礪藍婆粧として身一商えら樋吻は・戸一ン
ケトンのケトーエフール互窒異性．セ二二寸る炭め彬浅の届の石あみ。
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= ~産品 里

＼C#N＼C/

占 - H B

Ⅱ A4Lge 型

私 宅㌍ - ら域 レ ア セ L ア 相 の グロ口先 ,VA 溶硬 の紫外感領 収子
ペ グ い レ宮部 具 し, こめ 形 式 の 互 電 算 粗 の凍 封 空 港 こ す っ て LJる

泉 叫 噴 媒 ス Jl･ク い レt:おし､て. エ ノ ール 形 は α-6本健 か か レ嘉■ニ )レ

化合 物 の - 朝約 百樽親k L抱 が J,て C-0沖 萄波 動 敬 の 直 下 屯 示 す

と覚 え ら れ るがJ 真 贋 は 妊A形 ノ B形 共 に e≠ 0 押萄 煽 動 噴 収 荷 蛙

/7 ♂ 0 cm1-J 以 上 に 習 わ れ る . a:氏 /5-0 0 伽札~/ 村 政 d]速 い

吸 収 高 塩A, B 何 形 に_轟 直 し . 奇 才<寮叱k よ っ て 消 失 す る の で . こ

yi_モ エ ノ ール 形 のC=Nの 樺 諸 波 動 峻 収 亭 ヒ壱 た る こ kIi モ モ TdLL1A

廉 危A砂 ,B葡 Llず れの充外 嘘 収 ス ôク ト)レも 工 } - JL,酵 た よ って

鵠 附 す 呑 ニ ヒは 卦 く 不 可 鮭 で あ る . ニd)iL.と か ら A髄 と B形 め 末

弟 喋収 R:JYOグ トル の 好 虞 が ケ ト形 ヒr ) - 打 形 D)婚 亜 吐 よ る ぜ む せ

を い こ と 75明 らか ℡ あ る ｡

/* 吃 イ モド基 音 老 っJt:各地 a 横 長 賞 也 埠 と し< 女撚 rz虜 わ yLい る

彰の た イソ イ ミ ドが あ る ｡

＼ C-0 - C/

山＼ H 凸

Ⅱ JIソイ きい移

P鴫 - らtTN一札薫巧 妙 払 0着 罷 ヒ 岳 故 象 形 (仇p･

/ C 4LCC) と挽 歌 真 舶 (凪 p･占 3"a) の あ 奄 二 ヒ を報 告 し ,IA敵襲略

島 晶 が イソ H F 酸 さ は な しけ と確 鼻 し て い る /0). 堵 こそ′ :}ア

セ トア も 卜めA形 と B形 ヒが. ]ミドーイ ソ イ ミ ド要 櫨 17打 た~す あ も

あせ あ る が 否 か 空 中 壊 し 也 ｡ -> ア セ t ア 葺 けt5形 の C-D 伸 締 接

亀 蛍 臨 / 7 34{物 .L/甘 あ って , 帽 貯礁 エ ス テ'LLbC --0梓 縛波 動

教 鹿 町 由 raあ る p き ち kB形 は /2Ji o呪 -/ に 観 い 噴 頃 番 台 も っ

〔占)



衣 . ･= れ 坊 新 車 エ ス テ ル ¢蘇 蛙 頓 収 葡 C)牡畳 Hjヒ一 昔 し てい ろ ｡

) ソ 1 ミド 形 は, 蹄 藤 エ ス テ )L,tf司じ一･<1:H3CO0-席 童 号 も っ 乾

土 盛 争 真 性 古 格 が j ソ イ ミ ド 啄 ヒ 卦 克 寸 b こ と 官 長 して Llろよち I二

者 え ら 九竜 ｡ しか し な が ら , この 鑑 真 はB面 結 宙 ヵ /ヱ J 占 卸JJ

o 領 水 苗 が 普 水 煮 化 E7Lよ っ て 清 柴 寸 ろ こ と か ら 音 叉 亡yLう .

Tdrぜ fd:ら ば､ ィソ イ モ ド WJの 垂 水 泉 Ltl合 勅 封 全 く 同 族 IZCH3CD′

0-度 塵 と も っ 鼓 J 卓 然 /2 56th -/の唄 収 萌 せ 示 Lき ぬ 軒 TJ:ら T3 い

か ら や あ も . /7 90 cm p/ あ よか17L C C 亡.釈 -J預 奴 に圃 す る

llj:上 の 看泉 田A形 鰭 勘k 対 し て も FT政 12鹿 田 L好 古 . 鯨 ヒ4野 島 敵

で は, こ れ ら二 ･74)辞 域 に 強 い 嘘 収 帯 モ 二 五 才■っ kIフ て い 匂 D や .

イソ イ ミ L+形 IE 該 者 モ せ カ め は 益 R 酎 姓 とす み . した が -7て′ ジ

7 セ ト1 ミ ト の烏･鞄 ± 形 低 JL ミ ト イ ソ Ji ミド 措 痘 宴 汝 に よ る せ ゐ 廿

は TJ-い ｡ 二 C,iLぅ lZノ 改 良 寄 え られ て き た_Jiき ド 巷 の 痛 直要蛙倦 尽

す べ て A形 . 日和 い すtれ の 舞 為 に 封 し て も 曹 長モ n ち こ と に な っ 占 Q

芽 3帝 夏型 鹿 暴 虐 鹿 の 可 能 蛙■

昧 来 者 化 北 東 の ノヽ 甘 F LJ･置 操 体 の 分 子 路 {･崇 免 す る a)lて.煮 外 嘘 Lg

ス I<ク い レが しば し ば 固 い riylて き た が P) こ yld 超 松 宮 蛙 妬 a)未ノ

年 嘘 収 ス ペ ク t.IL･ボ ー 殻 に い ち LI一句 Lく 栗 1.LJっ ft康 子 モ 荒 す 事 実 .i

享り圃 し た ija)で あ あ .

C-Dや N -Hの よ う 昏 睡 位 d)錯 卓 七 も っ身 許k あ い て も 争 塙 蛙 fT

じて,あ け′ 劇 と ぼ'モ } 雷 虎 ア キ ト､性 お い て トラ ン ス 形 (町 ) と シ ス

啓 (V ) ヒ モ は ス ペ ク ト ルa)感 言 が 韓 韓 に 宴 L.-っ て い ろ こ と が'由 ら

Jlて い る IJ.

H
I

R-C-N＼ R/
ll
0

Ⅳ

7</
∫

R-C-N＼H
付
O

V

ガ ル JTt亡 JV基 ヒ 直 壊 した 皇 兼 の 最 % 他 m 方 向 は . ア ミ ン の 蛸 島 性

(7)



｝セバ，いちじるしく平面彰臣血く有ると乏れているめマ㌧オミ固Z

ついて唱平面：衝匝の分子形ビケセ宕えるヒ．二個め。－N緒合のまわ

りの丙郡廻転爾め指墨ヒよ．o’家め三つめ合署形が可能とな’る。

　　　　H
ス＼ノ吉＼＿R・
　　c　　　e
　　ll　　　　II
　　O　　　O
vrトラシズー・ト：ヲ〉ス移

　　　　甲

　　　　　＼　＿N＿〃0巨。　　c
　　ll　　　l
　　D　　　尺’

Vπトランスーシス形

　　　　腎I

　o㌔！N－c〃。

　　I　　　l
　　尺’　　R

wシスーシス．形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　トランス形のモノ「西下アミ

ド駐ノ6〃〃．（ノ／4左ρ画ぜプの領：域臣フミド’工吸収爵と野・回れ繭

嶺レ、吸歩く苗宝示「トが．シズ骸めちのばこの瞭鞍帯を．示さないニヒが」

知ら況て口ゐ∠・乙3）。　着君ぱジアセトアミド・A形許」がB脅結

扉1め赤1タト吸収スペrクト｝レセ．文駅に現わ姓たゴ八ク酸イ　ミド4）査よ

び・タ、）レ，ダ1レ亟～オ　ミ｝静ノ3♪あ，ような最去イミドの綜外廠収ス〈9クトルと

比載レk紬黒，毛ノ置渓アミドに藻「寸ゐエ記の規則がオミいにi詩レ

て名麺：用’し碍みめ否はないかヒ矯え乾．　五貢訂亀怠柔貢’艦の戯式’

イミドではイミ俘基盗明らかにシスーシス穆しかとり碍ないの香功乃

が、　美’礫コ八ク酸オミド，　久ルタ7レ醒イミドLi突に　ノ5〃〃～ノ41よ∠フ

微一ノ ﾌ領域忙アミド工曜収嵩に対麓する回収緬を示さ奮い．　丁

方，ジアセトアミk’A形、β形共にノナρρo伽L一！に強い置旧斎を

沼ち、　二の噴収四域蓮氷系化｝Zよって消決すみ。　ミ♪アセトアミド

では町妊めメチル基の立体輝暑のにめ．シスーシス形菖とり得ないの

む．：平面｛葺造として可能な者のば残：るトランスートヲンス諺よび’トラ

ン又一シ：ス、〃リニ管多となみ．　 いず「γしlzして送トランス彩｛の’CO－N｛一1胃

構董セ分吾「丙｝乞ぎっことセζ∫；参の費　 トラン入％モノ置：1粟｝アミドの
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
アミド工扱収藷に類似した萸取畜をもつ司熊性ボ大きい．　．査薯に

　　　　　　　　＿！　　　　　　　　　　の回収嬉が琶走しくこれにミ亥営オ『なと君ラしら迷べ1セ　ノ’ooO皿

れ．ゐ・　このことからノジアセトアミド艦の緒晶二彰1・z一児ら1陛；う訴、クト

倣ズパ外．ルの雌ぱトランスートランス形ヒトランスうス彩ヒの

分署形・の畑毫」z｛6とらくこ6の香あろクと堆浸し抱．

　　　　　　　　　　　　　　（’2）



=助 走 七 鮭か め る 色 泌 rz挿, A形 t,T3形 Lrや 14托 せ yt二 d)ニ づの

弁 手 形 絶 対 転 t 也 . 止 ゐ 卦 音 形 か ら 庶 外 嘘 JG ス ^Qク ト IL,陀 乾 測そ れ

る十 べ て a)頓 収 高 官 守 衛 な く 帰 犀 寸 竜 賠暑･が あ79 p 分 子 の掘 勤 ス

,lOク い レ蛙 , 卦 与 の ヰ ィ 対 碑 蛙 にい も じる し <影 響 さ れ る 七 m で･あ

るか ら. :} アセ ト ア ミ ド A形 も よ bi･日 和 留 晶 k わ け も 卦 音 形 で 決 定

寸 為 手 盛 か ()蛙 , トラ ン ス-トラ ン ス 形 ヒ トラ ン スーシス 形 と LZ)対 頑 蛙

の 栂 塵 r:あ る と 君 き ら れ る. 令 子 a)計 讃 世 を舌 薬 す 為 Tz瞭 し て.

稀 薄 オ ス lご ね サ 勾 よ う に 合 音 が凪 立 して 首 を す る 藤 島 t:, 烏 竜 ヒ 虫

b-為 よ ろ Jて舟 言 が､路 墳各 号 と鹿 蛍 石 相 互 作 拘 号 も っ 燭 合 ヒ は 区別 し

て義 之 な く て 払 ,a-ら TS い . こ こで は 結 晶 内 lTZ.虫 け ち 分 与 d)封 政 吐

引 句園k して い 73の そ あ るが､ , 最 知 か ら頂 捨 鉢 与 とLb相 互 作 用 め 影

響 と 予 測 す 奄 6)出同 軒 苛 あ る か ら. 尭 寸'lト ラ ン ス-ト ラ ンス 形 L,よ ぴ

トラ ンスーシ･ス 呼 4)分 与 が 摩 披 ヒ蒋 萱 i a 燭 台 曲 射 車 睦 首 墓 碑 ヒ して

真 顔 -2 す す め . 相 互 作 宵 の 影嘩 lて つ い て は 薮 rz氷 果 蕗 各d 同 港 と 同

塵 L て 藷 す る こ ヒ ヒ寸 怒 . 舟 碁 の射 角 蛙 は 封 碑 膿 据 C3っ くる息 韓

l7_J J' て 記 述<L九′ ト ラ ン スートラ ン ス 形お i ぴ-トラ ン スー:/ス 和 也 せ

れ せ れ C2t,ヒ Cs ヒ lZfd-ね D ニ a'よ ち と 分与 の 蘇 群 が 凍 書 yt勘 菰

外 領 収 ス ペ ク ト ル に 或 わ rLる t̂tき 覗 収 轟 の 恕 ぜ旦 水 準t2.よ っ て 決 定

寸 奄 こ と が せ き も . L屯 が っ て 具 刺 さ れ た 吸 収 端 L2)致か わ 艶 k か

音 曲 射 碑 唾 を 安 め ね こ と が で き や ｡ 兵 轟 C zz,ヒC∫1二浸 す る 平 面

令 喜 d)各 古 橋 軸 4)う ち ′ 面 相 頼 軸 性 す JIで 蘇 外 涛 蛙 で あ JDてノ こ Yt

klよ る 増 収 轟 の教 か ら 蛙 トラ ン ス-ト Jl ン ス 形 と トラ ン スーシス 形 を 直

別 寸 奄 こ ヒ 也 や 菅 な い ｡ - JQL 面 タト薙 動 そ ばCh,め - 酌 め 瀬 動 が 蘇

外 不 満姓 とな り. ト ラ ン スート ラ ン ス 形 YTIトラ ン スーシ ス形 ヒモ 市 外 噴 喋

ス pf グ い レヒ 理 hyLを 掘 勤 G)故 ボ 軍 TE って 来 る ｡ 両 卦 瀬 勉 噸 収 苛

の ら ち , 舟 殊 b-水 素 漁 碁の 液 勤k よ 葛 も C)官僚 い て は す べ､て Pcot

か花-J 底 下 rZ現 わ れ , 竣 4)数 宮面 内 頗 軸 吸 収 肯 よ Ij可 敢 L)少 な Ll .

この 異 性 生 甘 し て, KBr 鎮 拭 功 帝 外 施 勧 岨 収 帝 ゐ敏 か らA形 おJt

が B野 禽 島 松 ぬ けも 令 手 形 を 米 発 Ltf々 ヒ ぎ み 良 ｡

鑑扶 拝 性 よ -'て.. t<Br 債 妹 だ 現 わ れ る ペ モ 嘘 収 商 の 改 号 各 金 手

(チ)



形｝Zクいて派すヒ．裁一表のようになみ・A形規ぴ日形編龍つ

穿一表

・ト詣H（N－D）面外

C＝0碩外

C＝O盈応

三一活些の虫四劫動の数dくBγ但践）

トランズートヲンス形ζCz廿）

　　　　　ノー

　　　　　ノ

　　　　　え

トラン又一シス「移Cご∫）

　　　　ノ

　　　　え

　　　　κ

を．K13r領域に出理する順収晴セ重二丁化に干るスペケトル妻耗セ

巷噛して妾一叢の三檀の振勃ゼ帰風レ．凌の殻干しらべろこヒヒ寸

：る。

　氷野姥合物のN－H面外塑蘭振動喧収商口重氷豪御によ。て消失』．

爽わr二重ゴK頚駕合物脛はくノー0面外1蔓雷堰動吸オ〈箭が現｝つれゐ筈妊あ

み・　　せの波」数ンと（π，V＿月／π，V＿ρ）は：ノ他1め面外」日動「ビめカツフ。

リンヌ亀が少なし、もめとすγしば　約ノ135一ヒなみr掛あろう。　　このこ
　　　　　　　　　　　　　」
とを箔慮回れば、　A『移およびβ働縮晶の：ス認ク　ト）レわ、らN一日ま権は』

N－0面外斐電振勤頭骨庸を以下に之らび宏ず乙とがで・・きみ。　C二〇

重内夏衛漁町頭攻希埴．村肝1回く乗原喜に庚保レ斜面下下動吸収昂

が難い故、重永素～出2よる積動は期待込れない。　最診に。二〇面

外麦希撮動吸収希は、氷乗面外蛮律振動吸収苗あ重ポ系イビ｝2よゐ掻

動の彩響’セラ｝ナなためノ重氷系花に際して極かに移動すうものヒ続目

三三．三図に云し嬬触収納外・レ舳いて．勉・徽イ
以下の丁丁跨の董永素fとによ為翼下を於討マれば潔めよう者ある。

A影1　二乗ノど合腕では．836および8β僻一！1てヒ㌧クセざ
つ二重門めイセ12、　64’．　6〃ダお♂ひゴま｛ζo伽一ノK：比藪右向髭い

三ムの吸収帝が窺測され㊨・董ゴk素回すれば、叢初の二時帯㎏完全

に清共L．　，ζ4‘碗　ノの’衷収骨は粛と謹震を1♂曽す。　1ぎた6〃4～

o，π一！の祓坂菅澄ま夕・ク∂舵一／1：Z粒動しノ．5・60伽、一！あ顧枚蒲の

イ宣　茂　数春灘∫　♂　　≦約　　∫一　イ～　”（＝ン煕、ノ　　、＝r’デ青　づく　現　｝つ　卸し・’ゐ　。　　　　　　71く　系　ぞヒ、　合物　淀）’：’　　3　　6

あよが塗’／6微イの二望妬か砧鐸面外皮． ｢糧勤把幅盈をれ．みこヒ

　　　　　　　　　　　　　　（ノ。）



およ・・びこ．れ．に封託オゐ皇水素書と合物のくノつ面外硬鮪振動吸収葡りぐ

6450伽一／12あみ：＝ヒは朋らかさある。水系化合物の64～ξ「飯！

の唆妻帯は．　重氷素兆含〕勘で・は巾左u卜1一ρ面タト硬：肖垢i二軸収；留陰白

われる竜あ．　「望事系化による核動ゴ明らか柔ないからしばら・く宮司ノ

5L60伽一／の吸収席が重傷乗イ七によって肩を訂す為のは．収煮兆

合勅で鳳こめ咄履緬ジニ本の吸収昂の重なりであって、重氷系化に

よっご一本ぼけ潮動レて重なりヂ解す代斥めであみと爾1弓田れゐ．

し弛がって重母系化によウ崔：かに弼｝動でる咳環帯ヒしては6〃4！：お

よび’ぷ60伽一’の二本びNあみこヒになゐ9　黒きの着秦にしF二が

し、， これらをC二〇面クト愛常坂動巧員．牧｝辛とリ賄〕尽す淑’巌ざ，舜く弄ミ3ヒ合物

の648。幌一’の吸収甫と5－6∂ρゲ’め自刃拝め劃く旅1師海醒

しなし、成：分1苫ご50面’耳翼角噛野々に：り皐昼され．！下・ランスーシヌ、罰多力’ら

予1題侮れゐ彰のヒ亮全：IZ一致『す乃茜果を縛る。

B形二　水平L拙・合」物では73戸0班イに柞「順いヰr箸強度の吸収常．

6え5一四一’ヒま尺30πz一！に二本の鋭い吸収齢が観測で…玖ゐ。

童末系化によって739伽zプの吸・牧帝は消失し．6．z　5一鋭一’畠

よが叔3吻ビ’の液樗蒲の筒順繰側，翻冶れ64・ク泌4餌
びぷ47伽一’の算勘2斬らい馬蝿鞘づ槻わhゐ。　739翻、4

の壌感知が1」一β画［外翼角帳勃扱収帯であみことは明「らかなので．重

7｝く京二合肋のへ’一〇面週評角振動吸収第ぱi臣僻耳の理論桓から老えて．

547（肌一／陀混われヒ吸収率lz蹄蔭される．6エ50伽一！の咳勘

弁ボ童永系化逐電本招分裂すみめはノA彫の埼合と同じく．水系榔

合物におけろ二本の命取革め更なりが、重永豪化による一成・分の薇

動に伴なつ《卑属レたちのと解淑されゐ・．このよわ12して．．総括

素化さ移勃しな・・6z3屯よが舌z30収監’め二車ρδ‘o郵瞭：

鴛轍収靴重糠イ胚6Zよ碗一’“．％44ρガ臼徽織
る一峯のこ＝0脚達・駅前細動噛収蔚が酒庫選れ危．　この数理栄一

表から判るよわ｝Z、　トランスー．トランス彪沙ら予壁書れ為・遡φと発挙

lz一致する。

）叉上，KB卜偵域の吸未勧垣氷系化，亡．よゐ劇睡承討して，A
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伽払蹄三三分子伽日肪づ坐す勿と某肱この三三餌べ
ての臓版下三三おこな砲，柘無まとめて㌘二三示す・
こ妨の帰劇齢．ジアセ糊ミドめ三三と合物たみN一メチ｝レアセ

トアミドの対施寸る唖収瀞の波数豊）と重欝しf＝檀重にあり’以上め

塩論訳妥着有こと記禾しているボ、・さらに、同位元1系置戻体ヒ肉す

為7羅ノ乙一．繊ノ　の振動教．あ・績の法真1】セよって、　この婦’薗の

瑞齪確鋤るととが歴る．ジアセトア獣とジアセドアミ
ド．⑳場台，トランスーシス「弛トランスートランス吻耕活顧外
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珊DMIX
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二二 号 ダ ッ シ ュ セ4j･t/ヒ文 事 低 ま 水 素 化 合 物 1=園 する 童 で ある｡

レ 辞鳴 動 数 で . 尊書凄 甘 滴札 内 T7-瓦 去 れ た卦 碑 津 に 最 す 7)す べ て の

腰 勤 故 lニ珂 t/て とる . こ こで 博 市 外 酒 蛙 d)面 外 堀 動敏 が これ は 当 る.

僻 〟 . 潔p 7才 せれ 奉れ水 束 畠 Jが 雪 氷 蓉風 音 0)顛菅 J M 放 生 身 許 の

愚意/ fヱ J Izは卦 舌面 〔土 . 冨 岡 〕 巧は あ る膚 軽 重 街 D ま bu

a)贋 姓 能 率 で あ る ｡ トラ-/ スートテ ンス 形 甘比 1軸 fJ二Ⅷ 軸 t=宣 長

する よ う に と っ て あ る. 展 蛙 亀 率 の 計 算 lヱ隈 Llて, 結 合 開陳 は C-N

- /･jI A. CFO- /･Z / AJ 去 i が C･H5-C- ′5-ゲAヒ L/C杵S

姓喚 点 と して 叔浪 し 一 . 蕃 言席 宙 は す べ て ′l Coピ LE o こ れ らの

櫨 吐N-メ4･ル ア セ ト アキ 甘血 基準痛 勤計 茸に陳 して 汲 博 さ れ た 値 を

あ る /4)｡ 東割桂 E'汁尊 に は 身 二 歳 E=泉 し た 原 動 数 b 卦 を 用 い た ｡

A静 m TLN-H ヒ し て 捷 二 重 番 む ピー ク め 平 掩 蔽 Pヱ占 加 -12 用 い た ･

卦 算 緒 業 苦 尊 王 義 )=京 す ｡ 噴 収 帝 a)中 正 芭 沖 童 ri J) L= よる 失 弧 魚

津 三乗 頭 の 乾 則

缶 島 珍 食 言 惨 劇 廉 直 Trv/lTy′

賓 翰 樋 東 剖壇

A l ラ ン ス ー シス A'J ′.3SL /.J 半

日 トラy ス ー ト ランス､ B.Z /.38 / 3ヱ

C)喪 差 か ら弄 え て一 略 々 帝属 す JtL吾 一 軒 が 渡 ら れ て い る ニ ヒが 判 る.

以 上 kBTl鞍 域 む 噴 朕 帯 にJDL1てお こ な- F'た よ うT3:辞 紳 在 解 析 を

JVELCe,津 城 の 吸 収 帯 rzj叶 して を こ 巧 ち た め 陀 tiノ ジ了 セ ト了 ミド

由A鞄 宙 etが B形烏 轟 比国 寸 奄 声 一夕 ぼ t} 否は 市 恵 卦 モ あ る ｡ し

か し耳 が ら A形 お JLがB懲 梼 亀 陀 お け 奄 令 手 形 Jヾ 蛸 ら J､rzFi-ク f=Fl

め , これ ら の蘇 外 喰収 ス d̂ク ト JL,セ 用 い ･Z . 他 b非確 式 Ji竜 ド ある

い 悼 ジ 7 セ ト7 台吋甘 者 砂 粒 の 判 糞 泉 件 下 17お け 呑 舟 等 痕 号 . 竣a)
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下｝Z…旨いてばノ　常陀こ　のことセ尉」用’しつゐ」葛繋を莚めみこ　と．ヒ　ずる。
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凄二章 ジ了セ ト了 ミ ド高級 同族 体鹿 島

の 赤外 吸収 スペ ク トル

産 直 垂 ら 浄 牲 頓 収 番 号 爆 虜 寸 も 陀 は. 同 一 竜 鮭 基 音 も っ - 垂 の 同

島 列 化 合財 の 赤 外 噸 塀 ス Q̂ク トル モ 教 歩 く 測 度 t,て一 束 盈 tz観 ･;ErJき

れ る 吸 収 帯 を 貰 付 け 出 す 青 津 が.最 も 基 本 的 塔 も わ や あ る . 塊 に エ ス

テ ル ()). 溝 拓 替 jf)に つ い て 紅, こ の 方 法 ヒ 才 も 清 瀬 す べ 書 評 免 が 由

こなbh て LHbが . 草 魚 空 合 も 色 艶 墓 T21つ し1て は ノ この j:う な 岡 見

軌 は 殆 ど な さ れ て Llな い. 若 者 は 非 演 武 Jiモ ド の 〟,ZCe 傑 威 4)終 盤

領 収 帝 を 静 赦 す 匂 た め ノ 現を立 の 雑 感 射 ミ ド 金 武 泉 ′0㌦ こい

て〟-ア セ ナ)i,jhロ ピ オ ン ア ミ ド. ジ 戸 口 ピ オ ン 了 日 工 N-フ中ロ ビ オ

二)L,一花-7tケ )レア ミ 世 良⊥d tftJ一升｢ヌ + 'tJ了 もtiho 吋 鼓 の 非 番 式 イ 主till

を合 威 し, 塗 れ ら 勿N-量 水 泉 化 合物 ヒ 共 に 蘇 見 境 収 ス ペ ク ト ル セ 謝

尭 した ｡ 本 章 で 杜韓 晶 状 態 の 菰 外 噴 収 ス ペ ク い レ t･Z圃 し て 緒 ら 叔

r･,_h]盈 モ 直 バ 為 .

牙-薗 イミ ド基LZ)埼鹿 掘 .勧

本 葉 そ 永 瀬 ち 町 重 め 拒 簡 裸 昨 潰 封 ] ミ ド時 ′ 兵 籍 急 落壌 t し て 永ノ

ユ ダ } - JL,, エ ー テ 'L, グ ロ Tj ホ )レム 蔚 よが 可 温 化 炭 乗 の い す 九 を

囲 い f2滴 各号も 町 出 し と 勝 島 の 赤 外 嘘 収 ス ペ ク t.)1/I乙頼 盈 也誰 め ら

れ 75か J'鞄, こ か ら甘 塩 a)* 嶺 或 Jiミ ト の 赤 井 頓 収 ス ペ ク い レ 法

主 ヒ 類 収 し た準 故 . 教 喪 宙 よ び 筒 状 と も っ い < っか a)嘘 塀 帯 管 長 し

て い る ｡ 孝功 好 手 草 凍 二 回 ヒ 未 す｡ ニ こそ 5 .2.f c 脚 ~/ ,

∫ /f C 脚 ~/功1起 し､ニ 春 の 噴 擬 音 ノ /7Jo c4n-/村 血 わ 簡 し一項 収 蘇

屯 巳 は , い ず れ も ジ ア セ トア ミ ド軍弔J蹄 串に 頻 敵 地 ヒ碍 b h でい た

も 9)で あ りJ こ れ ら の 高 根 同 換 体 m 緒 島 中 で 4)卦 音 形 が .野 砲串 良

中 の 15 7セ Ttア ミ Ltt4)各 省 弔 ヒ 同 一 で あ る 二 と セ 孟 1.,て い 号 ｡ 蘭

書-Gl並べ た よう に . ニ a)分 与 取 持 ト ラ ン スートラ ン ス 他 と 語 え ら h 為.

一項 tz 〃血CJE飯 境 に監 わ れ ろ 液 牧 草 蛙 争 い が J ジ ブ セ ト ア ミ や､B 軸

.IC/I)
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　　実　 謀　；　恭乗化合物

　　点　線　1　一片白骨合物

　　（360ρ・）λ300伽．一1字置びノ42ρ～〆2〃。爾－！）
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　　（ノ900～／4♂∂oだ’涛よび／z〃ρん　4～〃。伽一1）
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られ て お りノ こ れ ら を共 通 由亀 駐 兵 た 75 イ ミド 泰 の碑 蛙 振 動 ヒ 帰 島

す ね ニ ヒ皆 蔚 鼓 で は ,S L1 ｡ 撮 動 巌 が 施 政 錬 成 k あ る ] ミF 墓 の

椅 吐 撮 勤 め盤 ヒ 予 想 t Yl奄 故 数 乾 固 号音 4着 に 昂 寸 ｡

オ 町 衷 NaC且 頗 威 の 野 娃 碩 動 の故 と領 域

フ1く養IL各卸 豊 永 乗化 身物 象 威

～-日 伊 鞄 /

N-P 伸~ 確 ♂

C=O 押 勝 z

C-N 伸 臆 ,a

～-H葡国賓 薗 /

N-D面 内 要 衝 o

a jc♂LP ノ- JJ♂♂

/ ヱヱ D♂ ～ Zf c♂

ヱ /占∫♂ - /㌔♂β

ヱ ′doO J～ //L99

♂ /占♂♂ ･～ ノ/♂♂

/ /♂ ♂♂ ′㌧ ㌔ ♂♂

イ ミ ド 墓 の 蒔 漣吸 収 帯 を帰 農 せ る 隈 ヒ各 尭 7Zす ね もd)沌 モ ノ畳 凍

ア キ ド塞ICO卜1臣 の厨 也 吸 収 晶 で ある ｡ こ れ ら 二 産 顔 bj疎音 固 持 .

鼻 く 同塵 の勝 也 痛 勤 とも ID て 白 L), 畦 花 内患 が 一朝 異 な っ て い る ぼ

けt･ある ｡ モ )置 換 ア ミ ドの中 で ,衛 に叶メ サ 8,7 セ ト ア ミ ド

にっ し1て は 詳 射 す蹄 賢 が 虫 こな わ れ , すべ て の 現 収 第 0 帰 島 が 噴 ら

か に 有 ってい る /4)｡ ジ ア セ ト7 手 打 5両 お よび 高碑 同 敬 体 渡 海 の

蘇 PL唖 収 ス D̂ク トル/TZ栗 鼠抱 庇 わ れ る噴収 量 埴 ノ 且 の 六 時 め放 置ノ

鹿衰 ′ 敏も JtLr蜜 7K東拙 め 降 の 蕃 勤 め鬼 に 画 しノ N-メチ ル了 で トア

ミ ド 4)埠 蛙 吸 収 帝 lZ よし1対 応 を末 し て いるD こ D こ ヒkf｣ ミ ト 塞

の特 捜 吸 収 帯r=寄 与 す る 精 勤 里 が ノ 封lSLSす る モ }畳漢ア ミ ド 養 D賂

亜 頓 吹 希 rz審与 す る 碑 和 製 ヒ嶺 披 し て い る ニ ヒモ 置 味 す る . Lcc0

- 4,0 c c4左/rz出 窺 す る モ ノ 最 深 ア ミ ド の牌 性 噸 収 商 は ア ミ ド 1-

町境 収 帝 と命 も さ 托 , こ 由う ち 里 水 菜 化 に よ っ て 現 穀 め 牙 っ fa彰の

rzは 3Etッ シ 1 号 付 し て 呼 ば れ て い る d)で ノ 比 敦 の 埋 草 上 , 対 束 す る
′

イ ミ ドの韓 蛙 唄 収 量 -1イ モ ド 工- Vlお よび･皿 .皿′′V',Ⅶ′ヒ呼 ん モ･

亘7'lす る ニヒ t L.T-" こ れ ら 33痕 勧 数 とJl昭 o)飯 屋 壬. ～-3 4-IL,

7 ~ヒ トア ミ トしめ 対 応す る醇 は 竣 塀 節 qHG と乗 じ 甘 五泉 に 荒 し, 慣 々

の悼 吐 吸 収 帝 iて つ いて 帰 京 晩 対 空を こ 打 方 .

(/7)



　うF二節オミミ・ドエ・破収・．齢

　ジアセトアミドB一着よび高談司為体富晶（以下これらセ総樟し

てB形、ら晶・と呼ぶ）呑は　．K棄化合物．重取素化合三共に／73手
伽’！ t迩ヒ弦い回収漕セ払っ，　この吸収帯㎏唄らかにC二〇俳

緬倣勃にもヒ着く毬あ呑あり．以棲イミドf吸塚帯と名付ゆる．

この’諱Fうに高こ、C昌ol申縮振勃敬ぱ既に二，三あ芳香・族アミンのジ・

アシル俸Kワいて報告さ丑ておゲ6フズC住酢00一系の。・0適合の

＝童結合挫が商いkめとされている。　イミドセは二担の。・o詰合

があみため，〉乏め伸縮；暇動の省由麦甘£であって、他のジ方ルポニ

ル化合物’鰍ば酸無末功と凶榊・6．識域にご本の。－o伸焔娠

勃吸収箒が期椿さセtゐ．　一疲ヒ．1訂等・な二言の己一〇誌合唱冒っ

　　　身．五表　 トランスートランス脅オミド基め〕博柱・吸仮帝

永乗～と合物

■磁工

島。。

∫曜’ゑ工

面．バーεザ処・

∫磁］正

工商．配

AA　　AP　　Piフ　　PB
／734　　　　／7」）4　　　　／73る　　　　ノ737

碗一〇美幽θ6ア。タ

γ
再

ノぷ〃ま

／λタ♂

んど36

6えぷ

謡3
73タ

r露、の

　　　　　　＊＊B臼　　MA
／733　　　　／658

（！69の　 ／6’ル　　（／6タク）　〆6好

／ぷクグ

ノ乏4〃’．

〃’o

ざρタ

甜タ

知ダ

ご6ρの

・重フk素北合物

エ磁工　　／734
躍協伽〃7，．・・！6，4
ン‘．o

！ま。ク

μ、分

〃’0

614

〈fρ7

！／aク

6／6

ム堂ρ3

／23〃

〃67

6ZO

7Jlど　　　ク33　　　ク33

r6／4，　～6／6，　r6zの

／諮7

／zタダ

乙と7

凝
6〃

／734　　　　　／736　　　　　！737　　　　　／733　　　　　／∠；4t2・

／6η昌 @！6’7．グ　　！67」

σの



（ナ五．表づ3さ）

工滋皿ノ

〕～c＿，v一‘与”‘・

　　　　’■磁皿
エ磁〃
∫磁L〆
　　　　’∫磁匠

β48

μタ’

タごし／

6オ
ゆ～3

’慮7

6曇ク

ノ，スタ

％9
6〃プ

歯」タ

♂ダノ

ガ2〃

／’〃4

∠が

タ、居

激力

！ぜジダ

／3ρ7

ヌ27

擢2

ノ34｛P

！」らこ

／3！4

43∂

ガ♂

5侃～

ノ47『

デ60

627

♂／〃

楯面内の帳動数は他め吸取帝1こ重なつしていゐ迷めを示す。

　AA＝ジア工匠アミド（51彦）

　AP二N一アセタルフ咽ピ大ンアミド

　PP＝ジフ』・ロヒ。オシブミ｝ミ

　P5；N一ヌロピ六＝）レーフZ一ヌチ，レアミ轄

　BB＝ジー鬼一スタルアミい

　MA；N一メチノレア｛トアミド

裾合’物でばご＝0相13借娠動は周位記の㍉うのと逆｛立栢のものの二つに介

れゐ管さあみ。C50伸焔榔動にあげる政極子舵牟の斐電べ：クト♪レ

ぐこれセ振動の逗捗能華ヒいみ）の方向昌紹合め力臼そめゼめに盈

ε一致すみと着玄で． Fい．　臓収商の強置は．）乏の吸収に壽寺・す鶏

纈動の軽移能面あ大儒乏の二乗に比例する観ジカ’レボ．二例ヒ合物

の同位．相および毘位相憎憎襲歩緬の1強弓比は汝のδ・う｝Zレて革めら

れゐ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
参・．　栄3図ヒちいて，

θ　二二徊のC・rOあなす需

久一2／姻・
争鼈黷Q〆伽書　。ノ．・　、

　　　　　　ノ　　　　　　（〃）

’　　　身3垣1

’8　　　c島。伸詣旧く

’、　θ　　動めi蓬移能

＼

　ノ、

ノ　 、



費あみから

　　誌藷幾麗潔雛「（罫イ旗郭（／一の

と肋，　例えば．淡酸ガス身毎の痴合．θ二〃〃．であるボ．同

虚祖（対絹；）伸嶺振動は素クト万活性，すなわち（’一3）式において

出好ば磐となみ，　　β弔公子1あうちジフ。ロピ才ンァミドL甘　／6タ0

鍬－’ ﾉ弱い吸収蔚を示・し，ジー鬼一ヌ劣レアミドは／69よ厩！に看

を系す。　重氷系化す哲ばこんらば消失し、桟りに／ム7‘6帆一’に

明言駐ふ帳収帯ボ硯めれゐ．　このノ6フよ伽一ノの，ト唄夜蔚は他の

寸，べてのβ彫緒言重出く：乗枇合物に国境脚1される。　　こρこどから．

／6ク〃ρ碗！の咳収話が．寸べてのポ薬化合物呂形近信に心乱すみ

ことが椎論されゐ．　以上虚べた0－0伸緬坂動吸収帯の強痘と重

ポ素化1之環し』ての挙動｝まノ 1同等な〔3コ0を：彦っトランスートランズ・1彩

モ．条ルに込ヒつく囑厳Zおこなうこと：によってのみ合・理鮒＝に説朗さ

れゐ。　　す瑠みち．イミド工唄収昂（ノ735一屠’尉面）は冒位垣

堀勘咳牧帯さあり，　二の池に7K系偲合物では／6900涜’付血．ノ重

水系イヒ　合物で良匙　／4ら　7｛丘　6≧宛二一／尋寸血＝｝＝　壷盆二茅且　C，旨　0　 ｛申轟省」港…勤lz　よ　る5｝

吸収濡があみこヒになゐ．蓮一二振動は隔心泊る・1く素面毎重工擁動

と同ご計講柱セ名フ赦、重永：痴話に際してこの振動による岨収去の

みが接動すみの道、　このモテルからの争乱と全く一敦寸るヒニろで

ある，さらにノア3‘、疲！の二心帯とノ6タ。万至ノ占7‘伽r’め

品詞帯の強震比島σ心）式と比心してθが殆90㌔黒いこと，す

なわ七トランスートランス潟モラルが妥者各あるこヒが判る。

　ここで振動の封濁4生に蘭して一一茗して；捨く。点群己zη、にノ記すゐ

平・二分・菩め面’酋垢｝動’ぱ二厨軸（トランスートランス晦オミド否はN－H

緬査と一致∵すみ）に評して起揖有帳動ど艶対涌1∫垢動め二種類があ

幻’痢指二丁二種A1ヒ．属する帳勤’4棄看を対掻植2，に畠すみ振

動と呼」・。　c・o伸翻動め帰合は、司位指の肋がん，距位

相のものが2／貯あみ，

‘2の



身三筋 イ モ ド Ⅱ お よ び Ⅱ ′吸 収 帯

す ,̂lて D B形 盤 古 に 観 測 さ れ る /i-0 0 0g{I村 血 の巾 永 い 攻 収 帝

官 J ミド 甘 .TB収 爵 ヒ呼 訂 ｡

こ の 唆 収 薪 は トラ ンス 形 毛 )畳 挽 7ミ ド の ア ミ ドⅡ vb 収 着 r?_対 敵

i, ET威 1二里 氷 東 化 で 消 失 1 石 ｡ 前 茸 1乞 お い -Z･J 二 の 境 界 希 が ジ

アセ ト ア ミ ド A形 鱒 晶 ヒ 石 蕗 圧 す ろ こ と 官血 -̂. こ め こ と か らA和

衷 J:tfB 耐 暑 亀 llLあ tl 為｣ ミtith昔 が ト ラ ン ス fIJ'-ao～H一 間 か 良

彦 とも っ こ t,モ 推 鼓 し F-U , 二 二で は ト ラ ン スートヲ ンR.葡 JI ミ ド に つ

い て . この 噸 塀 帝 の 挿 卸 故 と源 勤 型 に 常 i Tb t h i/い看 県 Tiお こ な

い. モ ) 置 換 ア ミ ド の ア ミ ト丑 増 収 帝 の ま亀谷 と 比 経 験 前 号 も ｡ ア

ミド Ⅱ 現 収 蹄 の 席 数 型 に つ い て rlJ J･} < の 締 苑 寿 ゐ 孝 軸 な 砕 見 l･l･" ｣

の韓 某 J 八トH面 輯象簡 液 勧 ヒ C-N沖帝瀬 勤 の i]ツ7,り ング･した頒 勤

型 を 苗つ二ヒが 明 らかlこされ て い 乱 Lたが っ そ , Jlミt.L丑 吸 唯 轟 lZ射 し て

岩岡 壊Ta 波 動 型 富 者 えれはず しIa)で あ為 か 二 ′イミド ご 匝C-hI鞄 台 が ニ掴 あ

る の で 孝 席 が JJ L < 異 有 っ て L)声 .. トラ > スート-1:ン ス 如 よ光 二歯軸

を i ち遺 産 を 紅 三 植 わ 占東挿東線番痩 C-o伸娼 婦 軸 m 慮 各 と満

席 姓′ 塵 封 碇 . 封 汲 め 二 つ め施 動 ヒ TJ竜 . 二 の う ち トトH面 何 包 帯

抵 勤 ヒ jJツ 7qり ンjLL 賂 為 dH 3一 社 れ Y 同 じ 再 感 蛙 と も っ (軒 縫 直

a / に 慮 す る 〕 旦 計 爵 梓 溶液軸だ け で あ る . L,た がLっ て トラ ン スー

トラ ンス 形 Jfミ hl､の / きド Ⅱ 吸 収 帯 は . N-Ll面 内 壌 弔旗 勧 ヒ C-～-C

車 対 両 神 揖根 知 a)iTtY7pI)ン グ Lr=掃 勤 に 帰 亀 7Sh ろ 二 ヒ句中池 亀 ･

こd)唄 収 着 の 現 数 は . ～-メケ ル ア ヤ ト -7 ミ ト の 7 ミド E:嘩 現 品 l(

/I g 7 秒 で ′J rz比 し 底 現 数 判 lニ わ .)ノ 葡 鯨 の イ モ ド 工堀 世 帯 笥ヾ ア

ミ ド 1 覗 輯 帝 よ [)蕎 波 数 で あ る わ と亜 )二な っ て ､1あ ｡ 二 の こ と ば.

-co山LJ-古色は-coNHCO一基 El 為 し,て は G-0 0結 合 諜 教 が 高 く

摺 る 鎧 C-N カ 結 各 次 数 は 値 < rSも と し､ら -蝦削 匂＼ら め 予 想 ヒー 韓 し

て い も .

ト ラ ン ト トラ ン ス 形 Jl ミ ト k:お L､て はノ イ ミ ド正 確 収 請 l二 親櫛 し

て い T5 H C-～-C対 宿 舟 満 腹 軸 LTLよ る 鴫 政 市 で 観 測モれ る 蕃 や あ も 打

身二癒 せ 述 べ た C三 D梓 鳴 瀬 動 の 法 度 比 ヒ 圃 す ろ 〔/-3) 式 を C-IJ-

C伸 守備 勤 の満 身 k 鹿 田 す れ ば. C-NIC由 希 子 櫛 帝 は 舟 /ヱ Coで あ

(Z/)



る故、対・羅伸罐垣動吸収賄巨可成リ弱いヒ1胎濡・乏哲噂。　また，こ

畷樋綱三三に尉謝．琳劇ピ幽勤しな・落砺ゐ。
このこヒから，ジアセトアミドのノλタ舌伽一ノ．ラフ。てrピオンアミ

トのノZ6｛♪o曜ソ古よがジ当をスチ）レアミドの／Z、ナ〃伽》の弱い扱

収帝・ヒとの振・動ヒ：．帰雇し苑。　ジア叱トアミドゆ島合，この榎窟に

豊現廿バき吸収彰ぱ柁㎏は右えられな・切旨．この帰屋は妥当と君

瓦ら瓦る，

　ち移結晶皇・k泉化含！伽では．　ノ300＾ノノ360伽一’の傾域に’

モノ監：翼アミド’のアミド’■：’耳及収滞｝Z．対党すみイミ｝ご■；吸．収番つぐ現、わ

れる．　この吸坂帯博．氷系化合拘｝zみける。－N－o蓮対輯坤縮さ覆動

とN－H面応喪術嬢動とのヵッ争リンヌが：重永系馳セより鐸回して．

ぐ一N一己逆主｝通坤縮遍動吸収帝が）之の馨～来の鉦1置｝z現われ．とものて｝あ

る．　高級非環戎イミドでは．　〉～チレン基め疑ゆれ坂動がこの’附血

に吸収彰セ麗わすの酋．　こめ娠動とのカツフ・リン鼻…ま丁乞は陶吸収帝と

の望呑りが超ρ，イミド］で唄収苗の汲敦：期彫拭に僅かの祖選．ボ観票

セれゐ。　蒔にジ．％テチルァミドー4のイミド］rノ嘱収請ば尭賄が三つ

に分翼してい’ゐ。　モ21置漢アミド重永1索花合勉rのアミド’∬”吸収帯

肩主として（ン八月申焔振勃の寄与をうけていみものである．　幽一方ノ

イミドめ本来のど→！伸績振動数としては、ひ～し己蓮対・謡およな対講

響籍娠勤数の平’均セヒればよい。　ジアーセトアミド｝zお1ヶ．ゐイミド

正ノまノよかrε一N－C対租悼縮帳r回数霊平均すれば

　　　　受ぐノ348ナ／29の一ノ3えZ伽一’
ビ底り、〈みメナルァセ下アミドー4のアミドエノ振動紋／4’7‘翻尋よ

り可蔵リ抵くノ　イミドのG一ト1結合次数がアミドめ。一κ結合次救よク

小さ、｝こと芝よ・く示していみ。

舜可廊　オミド皿お鹸び皿’1吸収帯
　〉アセトアミド3形結晶2観測奄れ尼／2360弼一ノのi蟄い回収吊にノ

ハ／一アセケル7』ロピ六ンアミド’尋唱や訂様ヒノ240伽脂’r乙視ibノしみ．

この北合胸芯之らに格う一ムの強い扱収蒔セ」〃♪∂dガ！〕2禾す。

　　　　　　　　　　　　　　（μ）・



他 4)ア 七 年 ,L･基 と も た す 日 高 喪 fT表 法 は / I P c ㌫ /A)噴 収 着 rz=I､け

モ 京 寸 よ う に な る ｡ = わ ら 句 境 収 肩 を イ ミ ド 皿,R 世 帯 と ヰ3㌦ Ji

ミ ド 皿 頓 収 番 は 垂 71<東 化 で 増 兵 す る d)Z･., ～-H面 巧 敦 骨振 動 の 寄 与

官 費 O-て い ち こ と 打 明 ら か で あ る ｡ す 1=わ ち ー N-H面 内 茨 南 聴 動

は CIN-C直 軒 耕沖 輯 原 動 ヒ カ ウ7-リ ン 7･し て. Jl ミ ト jFを よかL皿 現

収 帝 を 出盛 せ し め て い る と 帝 獣 去 れ る ｡ 一方ノ竜 氷 菓化 合 物 で 辞

9Pク̀ へ ヂ5-0 朗で′I=ヰ 尊 蛮 喪 の 軌 Ll噴 収 骨 が 洩 わ れ 旬 が これ 店

主 と L･て NID面 再 寛 骨 頻 勤 k も k j く徴 収 帝 で あ O ノ 対 柾 す る モ ノ

置 頗 ア ミ ト の藤 倉 ヒ Tiら っ て. jI キ ト 打 領 収 帯 と 呼 ぶ ゐ ザ 亜 畠 で あ

る Q

N-7-とケ ル 7977ピ オ ン ア キ ト 功 み が =庫 の j キド Ⅱ吸 収 帯 と示 す

草薮 披 次 の よ う T=解 釈 さ れ ろ ｡ ト ラ -/ ス-トラ ン ス 形 ノ ミ t:･奇 手 は

帝 劇 め '7 シ ル 塞 宅 間 - ヒ LT= と き k は じ め て C,Zひ 0,対 親 巨 も つ も

の で あ る が ら , ア セ ケル 塞 ItI高 故 ア シ ･L,巷 ヒモ 同 一 ヒ 見 な し 蘇 る 蹟

各 と 晃 な し 弥 ri-い 埼 各 は 富 別 し て 考 え 信 1 て l舌 rl ら 7:.1- い ｡ 軸 え ど

こ= 0 押 領 慮 動 ヒ囲 して は 卑 く り 7 シ )レ基 す 褐 ビ 同 一 a 単 軸 を 京 す

がノ RC,0-X型清 量 の 亡-X呼 韓 超 勤 ヒ 常 し て は 7セ j- Jt,基 ヒ高 地 ア

シ ル 基 と の阿 蛭 田 ら七､に 相 違 の あ る 歯 卦 が あ も . 裾 野 敢 1 ス テ ーレ也

吐 血 典 型 的 rl例 で あ る ｡ LT71が 巾 7㌧ ト ラ ン ス斗 ラン ス 形 J 音 ド

E?お い て も ′ N-7 セ ナ 'L,70 ¶ ピ オ ン ア ミ ド 息C2 ひ 対 覇で 止 血 す る

こヒki. cIN坤 緒 展 如 Iz監 冒 す ろ恨 山号 普 711は 75 く 11号 o こ め よ 1,

盲 嚢 揮 PL よ っ て, =d)分 与 で t音 二 向 の C-hL伸 漁 港 葡 p･い すれ td～-H

帝切 安 軒 瀬 動 ヒ 廿 ツ 7b リ ンス し 蘇 る の で ノ 刀 ツ 7)fJシ ス の 嵩 寒 現 わ

れ 古墳 戟 静が 三 太 (イ ミ 甘Ⅱ - 本 . Jlミ ド 正 二 立 ) あ ろ d)は 不 合 理

で 蛙 TJlい . 逢 ゐ 伴 J) , 尊 定 こ め 分 与 '百 姓C-N-C出題 樺 韓j最軸 捻 対

応 寸 75頓 収 蒜 が 発 出 itLi九て い /i:い ｡ N-7.Ⅶ ピ * ニ JL-A-7 4- ,i,7 ミ

ド 芭 表 題 IZは Cヱ 朴と 旺 卓 え な い がノ 7ot]ビ オ 二 ,i,基 と 針 7 サ ー))レ基

ヒd)柑 虜 は′ イ キ ト 塞 o)井 蛙 噴 現 有 ヒ 温 習 し て い ろ 偲 tj 菓 現 し て よ

い と 蓄 え ら れ る . こ れ は 74ロ ピ キ ン 酸 エ ス テ フレと 静 観 工 ユ ーT )i/也

が 勉 と 同 一 のエ ス テ ,レ 醇 蛙 卑 政 市 七 草 寸 こ とか ら も 予期 こ れ る JI) ｡

ヱ∫



師酸エズテルめ㍑〃伽一尉血の特旧劇輔覧対応する非撮

劃ミドのイミド皿吸収新とは波数及が弦蚕め灘よく類似匠姓

頂セ序す．す葛わち滋数且アセ与ル体／え4ρ伽一㌧高級アシル体

ン！ア〃厩・髄て彩り，田鶴いずれ四一〇伸繍繍吸収朝

州匹敵する径遠で励．　このことは，今綾一一醸誘尊体の断挫

鮫収帯を論嘆声に取零ろ際尼笥玄寸バさ鴬であると言え3ろ・　重

オぐ系化合物⑦イミド＝皿’唄唯ζ帯陪，アシ1レ極の夜類：ぼよつ』Z95『”樫

卯〃伽4の範固の蓮々波数幅ち，ア・レ幻レ基の坂世語之ばひ

C伸縮、C月瀬ゆれ電動な阿戸ツアリンヌしてし菌こと芝示す’
イ． ~ド皿’娠動数のばらクさが．この：がッフ。リン弾め拍選によみもの

嗜あって．　N一に）面応衷前垢…動の力の坪数の相重セよるので’上し1こ

とは　嬢挺逮べる同筆列lz閑寸：る和め法則の雪薗租1‘Zよって証明する

ことみぐ逐・きみ．

　芽今節　K正3r領域の塒：柱吸取：瀞

　ジアセ．トアミドB形結晶において罵出堪乞れ邑水素イせ合肋の739

6痂：勿慶挟藷（酢H面外変雷振動）3」び奮斗（緊施合胸のま47・痂1

の吸攻箭ぐハ1－P面外衷宙振動）は、殆巴同’じ強痘、位置．形状を君

うて．商該同決早早晶IZも鬼子乏れ．こ九らの単収帝がイミド基の

帯親吸収苗否あみ二とおよび高級同族体：暫晶・中の分吾平ポジアセト

アミド」B影の場合ヒ1訂一片あなことめ肩力な根拠・を：思えていみ。

　毛．ノ置燥アミドの」持・4船齢収睦｝ヒの対応っ、らノ　ゴくi藻’巳・合物の73、ま

伽』〆口写為よが重永素化合吻の詮3‘伽一！栴しの吸」艮婿をゼれ冶盈

イミド▽【およびV’畷」反帯と．呼βご＝とヒすみ。　　モ・ノ豊荻アミドめア

ミドv吸収帝灯，髭種皮詠めよう冨分暁能力の端響め皮fしrz藁寸し種

めて敏麗にi覆動ずるこヒが1邦られ’ており．　ジアセトアミド’1こおいて

若．A彰とβ形と呑この回収婦の壇：数がいちじるしく異なりている

こヒセラセー葦も痛蓮し・趣。　「しかる・．｝zB乖多妬晶群蕎遊

あ汽ば，この磁収帯且ブシル基の年強の影響を始λ、二二けてい璽し1．

このこヒひら，13形嶺晶碍における奈子聞ガは、アシル基の藻化野

　　　　　　　　　　　　　　ぐz4，



l二よ っ て 変化 tJ7J い よ う A-形 式 に よ っ て 作 用 し て い 匂 二 ヒ が 則 包 .

高 地 El旗 捧rzあけ 奄亡-0敦 骨 壌 勤 噸 収 商 は 弱 く 巾 五 い た め J 皇

水 素 化 比よ る 移 動 が 不 明 建 て あ っ て . 孟 籍 に 面 外 一 面 内 a)互 別 苦確

話 す 七 二 と は 首 巻 な か っ た ｡ こ こ 苫 明 ら か Tiの は ′ ii7 セ ト7ミ

ドB形 岩 島 の C= 0 面 何 夏 鳥 掲 知 (Jlミ ド 阿 〕 吸 収 韓 の 一 本 が 出 免

す る 唖 置 く∫ え C 伽 1~/村 血 1 にJ 高 級 同 視 味 が 吸 収 を 京 王 Ti い こ と

甘 あ る . これ は 身一 章 で.与 え た ジ 7 七 ト71ミ ト､古 形 結 竜 の C.=0 宜

南 撮 由 領 収 轟 a)]]g 息 を ･支 持 す る 辛 夷 と 毛 え ら れ も ｡ Tiぜ 7iら･ 寄

,1度T3 家 路 IZ も し･1て C- 0面 吋東南 振 動 吸 収 爵 血 温 象 Ot-滅 J> 月 豊 浦 夫

す 専 こ と 出 払 a 膚椅麻 諌 鼻 性 (エ ス テ ,し , 魚 水 鞠 一一 鴇 7 キト､鼻 つ

Tてわ い て も認 め ら れ て い ろ か ら で あ る

身 大所 C-H 喪 食 う最 勃 1IRl扶 爵

脂肪 髄 韓 鼻 息 の CIH虞 常 撮 簡 覗 肢 帯 の ら ち . CJH3非 翰 墳敦 酎 韓

碑 束 帯 お せ び CH2位 モ お 確 如 吸 収 商 はJ こ れ ら 4)虎 を 団がC - D 基

に 礁 播 して い 巻 か 否 か hz 上 J'TL, 出 現 寸 も 紅 蓮 が r] ビ 沃 苦 っ て い る.

8両 薦 晶 陀 お い て . こ れ ら の 吸 収 苗 rid-CHま ま Fz.n 也-cH王墓 の 南

条 r2永 じ て , 予 肇 iL ylる 鑑 盟 r?_鑑 別 jE_し < 現 わ れ て いち. 孝 の展 軸

教 と 帰 属 モ 津 大 泉 に 末 寸 . こ れ ら の 吸 収 帯 の ち ぢ ノ 二 個 d)也-CH2

基 と も っ 化 各 軸 の OL-CHヱほ と 49･壌 軸 唄 塀 帝 蛤 ′ 池 のC-目 安 尉 最 知 岨

坂 寄 の し)で九 よ D も毅 < 鋭 <現 わ れ , 鮪 敏 伯 で あ る ｡ ニめ 徴 収 額

卜二つ い て JR に 二 を蛙 畠 J tltt鼻 庫 変 化 tz蘭 す る 男 鹿 を 和 え -5二とヒす
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’才三章非二三イミドB形結一晶の赤外

二會柱

　赤タトニ：貨姓．の現i］更によゐ畷・収駕｝の哺風法せ，賭セトラン『ヌートラン

ズ形イミドのように商い対講性セも’）分寄から戴ゐ島岳に姑して、

撹翼豆っ容易1zおこ店ら；とが否養ゐ。トランスートランス彫イミドは

傷心C鋤をもち，せの志外活柱垣動は’老の封倒生附っ宅A，，

βプ，およびβ2　の三つの鉛漏話に秀類され為。　今，奇・≡｝面ヒ垂直

億歯向から摘光潅外線きλ射する二合．傭髭の電気．ベクトルあ方何

ヒ二手の二回軸とのなす爾セ6ヒ寸れば，A！三三の’咳収強良は．

じ。・qZθに比例し、島　振動の唆・収二二は∫～）ルλθ82．比例『す急。

計乞汐エ　振動ゐ宏収二二菖，二二入射」光に計して藍三光め如祠按」訂

らず零であつで、この振動が吸叡とレZ毘われるためIZは）＼二つもの

方向が、分手誼に対し櫨uていみことを婁すみ．

　したがっで、一是の方伺に瑳列され之益釜から法る紺晶に価光赤

外謀君）’蝋芒せて藪二又ベクトルを二三すみヒ．名、喧三川はその魅

緒毯にした；がっ《」辟肩の二色柱を示し、》乞れ恒よつて細岳籍壷葡歳

び「扱駁笛の聯鼠に潤し多くゐ知見，セ二日こヒが各宅る。　該…択の分

子剛氷雨結合をぢっ締島は．　多・くの賜合，7k張撞合香。なボる誉子

盗め沖びみ方向に成集寸るこヒボ経験樋挺知られてい海ぬで、鞠嶺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダへ　　メ鵬出して毎呂一列力向を温良禍こ歴で’ ｫ，畷収蔚薦垂の雁

病めkめ慮｝ま．　この方法が將r荊効と．；なみ。

　看着K串温香トランスヰランス影奇吾が甚．是だ二二をつくゐヒ蓄え

られゐジ拓ロピズンアミ’ドおよびくレァ・セ，今、レ典切ビ丁ン7ミドにっ

き、　諏外二也性の測頃日お＝なし，．ナニ茸1二与瓦た噸尽壼権認す為

ことができ花。　また重永素化ヤニ邑1生翼1決結累な検き㌃し，8裾塒

罷にお盲ゐバー召伸編撤動吸収着が二本セあ媒すみ承因ず戸ξ尺κ1芙

鳩で・あみこと竃1帽らか陀し挺．

（z7）



　身一葡ジ’フ』．ロヒ6武→シ・ブ’ミド・の＝デ承4トニ色陣

　捲融套態から祈出口脈ジ簗すピ柔ンアミド引導の商鎚素外蜘2

よ急日収スペクトル宝ナ田暫尼、婚顔嘔滞6二色挫を才七表に禾す・

二心り，身二蜘帰颪睡ジ．フ．亡獣ンアミドの梅麗領域め持

盤扱収畜ゆ二色性且こ遅．らの吸収帯と轟接呑薗椋をら0ているこヒ

が判る。・　すなわち、対謂達♂41．に濫する吸収希ぱ平着二・毛蝉セ．
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オ＼らはノ　アルキル差ilマ蘭一す’ろ吸収帯柁ついて重フ｝く乗偲合・肋の測裳に

註って得られ盲ゐNっ1乞知見ガミい《つか婿一られてい鳥，　　ゼめ一つ慮

C一月遅縮帳動胆収苗の帰鼠ぐあってノニ色柱と各扱動の対・窮独から

背七曜に記し陸ような暑当肛才六ボ得られ苑。　次IZO刊2　はさみ

振動蟹堰蒋め二色柱．をトランスートランス形からう解く説明下る：ニヒ

が否芝ゐ・　cト1ユ基一画の直さみ原動め蛭移熊亭屯原子価請ト1－c－

Hき＝等合する方向セある．　＝の亭亭ボニ個のCH湛’2ついて一

毅してし｝るならば，下訂在［柑椴動（A，）回収緬示蓮位掴」覆動（3，）疲

収苗より渇三三が．大lzな㊨箸であみ。　夷際レ2は、　／4え〃疎イの

畷二三ロ縮晶坤’・畏右侮に平行智偽光2強：く吸収し．よ：記の予想め正

ししにとセ意している一最按に／〆〃。一塗“。助τ∫の四域の吸収

吊4）二色准琶重フ｝く系偲め実験詣粟ヒ比鞍しマノ　攻めような筒単右章

昊を晃出吃’寸ことが否器る。　すなわ七．重氷素泥で極勤する眼坂

薪1ま垂直二色些．移動しない眼牧影は平行二色柱き示している。

これな，重フ｝く系福め影曙｛ζ童けやのはβ！尋毎ぱβ・λに厘オる頭収

喬勘㊥呑ヒいう点群C。rからめ専二二券滴艮すみ高訓ヒ老
えみ．
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〈→ヤ八表　　ク着き）

　　733　　　　一 W 工磁V
（A”）

＊　 5ヤ・ヒ嚢の註碁照

　トランス．みランス形ジフ・ロピ六）’アミ捨分尋試全体とレZ救鑑ロ

颪鮮C瀞の対剛性を愚・めと異・」、N一アセ劣レア・コピ六ンアミド’

の．対轟：4生と諏タトニ・色4生との虐薪』き，髭ヨ巨．業すみ．には、　：次めようね1特殊1生

セ薦令し7δくてはならない，　（1）　官能基（イミド’基）めみIZ注再

乙、　両堪「のアルキ）レ基（又今）レ｛墓ヒエチル塞）の相1藍言獲視｝闇れ．ぽ

’分隔子の．点君異ぼ並似舶に己，zひ．ヒなる。　（λ）アルキ・）レ基の門下．琶二二～

に〉謙るヒ啓四二酊軸ぱ除外され、分尋の忌寸はσSヒなみ・

この素靖はがアセ吾）レヌ・ピオンアミドめ赤外二色牲囚噸鉄し

』ていゐ。　すなわちノ　イミド；塞の時牲：鰻応ζ錆の二骨性：はジユロピズ

ンアミドの堤町とよ・く一致しているが．アル’キル基・部分の帳動によ

・ゐ吸収帯め二色性ぱ異なった特徴ぎ示す，　／／〃〃（，8〃oρガ！の

領，域に箆わ沢ゐ吸収扁前でべてフルキル基の垢動｝Z由来すゐ暑め否

ある3㌧　これらの喧〕挟婿12ついて苗．野末乗杷の平町ヒ＝．也：臣との

周に’ジアロヒ。オンアミドの場合｝Z見ら江たよう呑衛導盲蘭嫌が戎

立しない．　’もし】3形儲晶中で奇罫がトヲンヌーシズ褐をとってUる

ならば，両端のアルキ彫基が同種であみヒ要町であろと飼は・ず、介

ヨの点郡はCSヒ呑9、ジフ・ロピ才ンアミド’ヒ〈／一アセ〃ルフ｝ロピ才

ンアミドの菰外二色仁と抱、上ヒ藍べた♂ろなし｝ちじみしい三豊4r魂

おれるヒ：はあえ・難し、・　　したが．つ『て，：二色性〕こ］罰する実1験さ告果駐．

分子の壱州2き部分が．　対i薄的有構…鹿　（トランスートランズ形）　をもつ

ど老之てばじあて合理的『に説明逐辺有．唱のである。

一節N－H伸縮．振動と犀剛1共．嘱　＿．．

畷に蒜結合に鵬いm酬一Hぎ魍ρ旧基のヨ係購繭
岐収昂岬狙複雑賜合臨めく翻頭坂スペグいレ翻杜の＿。の

河遜薫とな・ていゐ・　例之鶴運齢モ7置撰アミ肋畑伸漁

　　　　　　　　　　　　　　θ7、



頗 勧 噴 収 轟 は 盟 掃 二 牌 の ピ ー ク J I)叔 っ て 虫 i) , これ に対 して 綻 乗

よ り 塗 巧 む 如 月 1渦 み ら れ て き た が l' 顛 虹 ヒ 皇 ｡ . 二 個 の ビ ー プ

a,直 す 為 原 田 が FERH/吏贈 や あ 75 こ と が 明 らか Iこ-2 ylた /C)0 着 着

a)割 果 し た 達 々 C)J ミ ド め車 1J=も 山一H庫締凝 勤 増 収 轟 が 単 糖 i-帝 乞

して い る 占 o)は 建 卦 JD た わ で あ 75が , 骨 に 非東 武 イ ミト､古 形 結 晶 に

お し.て ]3. こ D DR 収 轟 は 鑑 い 二 五 の ピ ー ク よ II戒 立 っ て い て き わ め

て滞 鉄 鍋 で あ る ｡ こ こ で Er′ 愛7トく泉叱 お よ び 二 色 蛙 に 囲 す 竜泉顔:

鈷 案 ヒ も ヒ -3t,lて J こ の 日 形 辞 南 の N-H庫 匝 鳴 動 嘘 塀 番 a)倉 笹 a)東

E)を 平 面 ト ラ ン スートラ ン 久 形 噂 畳 か ら 諾 咽 す み こ ヒ ヒ 寸 も ｡ 水 嚢

紳 輔 J夜勤 噴 収 苗 の 各 魂 m 既 成 ヒ し て 香 え ら れ る の 旺 J lj 結 晶 堤 l二

あ け る 分 与 何 相 互 作 田 J ヱ〕 宿 昔 ま た 吐 結 合 音 と の FER'HI共 鳴 .

i) ニ 産 以 上 の 両 君 に よ る 水 煮 緒 畠 の 存 色 . て あ る .

資,K象 化 合 ‡打 E3形 籍 晶 d) .afc G ^ ,z J co cqL-/C)額痕 に詑 わ 11_

る N-D神 経塘 勤 現 収 希 T3鋭 い 一 五 の ピ ー ク よ り 求 って お り省､肇 は 観

SFJL-'L れ /iLl小 し た づヽ ■っ て 7K東 化 合 助 ヒ 覚 ら れ る トトH伸 簡 確 執 唄 収 希

d)分 裂 g)尿 画 は 章 林 泉化 ヒ よ っ { 消 失 す る 3 ち 首 も C)で な < て 相 打

ら 73 い ｡ -t至 ヒ 癌 げ､た 帝 国 U)う ちJ こ の 条 件 r7_ 合 鼓 す 竜 も ojEt l)

の み で あ を 巾 す な わ も . I) ′ 3〕 ¢ 漁 Efl二 よ る 7分 理 丘 ら 虹■ノ垂

水 景 化 合 牌 o)NID 挿 讃 碩 勲 増 収 轟 E= つ Llて 乞 観 測 そ れ ろ 昔 で あ 七 .

王 ら に FE好Ht 共 鳴 r7L よ る 卦 鎚な ら ば , ニ 太 の ど 一 ク の 持 轟 蛙 措

同 じ で あ り ノ ト ラ ン ス-トラ ン ス 形 イ ミ ド め 虜 金 姓 同 じ 二 電 睦 と 京 と

/a-く て 培 JL ら JS い が / 身 七_ .＼衷 7:L克 ち れ 奇 遇 t), J' ス ㌔ C お よび■

j ヱ 0 0 cm1-′ LD ピ ーク Tfい すIYLぜ 平 行 二 亀 痩 せ 泉 寸 ｡ こ LDよ う Ll

聾 水 素 化 お Jtfl二 空 也 a)東 襲 藷 漂 i'､ら. 分 裂 の 燕 担 任7TERHt 更漁

で あ ち こ と が 増 らが と Ja-ゥ た . 次 (=FERMl 英 悠 ヒ あ -btか 音 符 音

さ た ば 舞 鼻 音 毛 帯 す 基 本 波 動 o)現 収 静 が ぇCO a OM-l浸 下 の 頭 蚊 に

あ 力 い 奇 ヵ､モ ヰ 味 す る ｡ 二 を 凌 測県 鳥 鷺 か ら,FERMl 芙鳴 17uよ

為 二 つ d)ビ ー 7 正)3:d･堵 壇 はA/ て あ ね こ ヒ ボ 判る ｡ 対 角 直 A/め

鋸 各 昔 と 締 る 71 め と は ノ ニ 7 み基 去 梅 軒の 軒 坪 額 が 同 一 {･14-く て は

を ら な い｡ こ d)思 せ 着 岸 し -{ /占 p c oP{/の 直 也 相 C- 0 吋 鯖瀬

CJJJ



助 噸 収 青 と ′よ00 cm-/相 生 m イミドEr現 収 恭 生 盛 ん モ み る と. 釈

数 功知 日 J ′ デ C 加-Iヒ古))′ 突 刺伍 Jヱ 0 0 cm -/TT_良 い 瞳 聖 締 る.

こめ よ う T2.J 馨 鮭 基 d)帝 政 振 動 o)椿 音 また 放 線 鼻音 が戸ER〃l 釆 喰

ヒ封 与 寸 を こ ヒkfモ )鼠 現 ア ミトTz 為 し､て召 謎 め ら YLて お り .寄 書

古癖 亀 と い ち二 ヒが で毛 も ,
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呼子章ジアセトアミドとハロゲン化

　　　　了ルカリの相互作用

　ジア屯トアミドのA三州晶ヒ或長南の八口．ゲン氾ア，レカリ芝混狛

で壮ゐヒ．　400〃～4〃。砺ゼ’砂全領域にわたって意外畷収入ペ
クト． jレ∂ぜい一ちじみしい削花セ才ナニブ『，　西哲伺〔ノ鍍象1法lzよス）ス！ぞ

クトル測髪条件の検詩中にノ　ヨウ化ガ1」ウムについてはじ湯てこの

下下乞見出した。　ナー葦若宮：べたように．　ジアセトアミドA励1告

晶甘二本の。。o坤焔丁子吸収藩をノ734および〆7・∂飯’に示

し．老の強蜜ぱ／’γ〃〃岬一ノの吸収器∂）方が火魯あみ・　　このこヒ．

購犠κ4託財。・昧一対とL野畑磁リ・醜腔
よく盟測乏れ彪』　　しかしながら，薦法にしたがってA移結晶を眞

祀カリウA錠梱とし・Z測甕・するとr…は．　こ九らのひ0檸緬娠動幽界’収

帝の棺対二丁が種々に童』ピし、　蔚はば／7’4伽一1め吸収希の方が

塗鞍が欠となる．　陥期疎は．蒋落奮酸誘罪体の’学外咳収ズ．κク

トルーを笈澱ニカリウム下剤法看測艮すると芒ぱ．バースト法て｝測葺．す

ると靴異なった吸杖取クトルセ恥ニヒを見逃し舵こ馳
堤慧香酸誘三州と契化ガリウAヒの相互．作用ヒよゐ汚のと解i製した・

このような肝銘琶面ぐために、1T4尺図正訓ぱ下刷用マトリックメヒし

て．ゴラ叱カリウムを用いて樹果塀たと轍称し・いみ”のオ・

箔：看は蛯ヒ盛べたジアセトア走ドの譲捌法に由ウゑ訴外吸夜ズ〈ρク

トルのi妥常を肪ぐ】ヨ集rて㌧ヨウ化カリウム乏ぐトリックスとして乳

下セ試みたとこ；う．予短とは鉦ヒA形のヤ）めと冠全く要略つた禄外

突坂スバク翼ル琶婚7乞。　　この’愛イ～二形ズハρクトル甘，’むし’ちジアセ＝

トアミド・の禾宴鼓結西，すパ｝つちち墜緒融ゐ吸収スパクト，レヒいち

りるしく類似していぬことが判る’　既｛く迷バなよう匡、ジアセト

アミ｝ドのA形． ｨよびθ形績晶：において．分；手惇塊れ捲れトランスーシ

ヌ、およ・びトランズートrランス乖多乞ヒ．Lっ’ていなこ．ヒ・が明らψ、となつでい

る・で．こ’ ﾌ’ ｭ化カリウムによ・ズペ外昌ル鄭は’イミ膿がト

　　　　　　　　　　　　　　（35つ



ランズ・一シ久賜よリトうンズートヲンス形ヒ浜転すなために逗ると右之

なく鴛ならない、　こ適御・翫≦らに、謹め玉手面の反転め

横雌を耳耳らかにすみため壇ためハtコザン～ビア｝レカη苞用いマ・実鹸乏

由こない．各個＝玄翁寸前の童北形スペクDレにおけみ挙勤　を連繋し，

このような分菩溺め辰転がジァセトアミド’全・手ヒハロ1ゲン化アルカ’

ワめアニ大ンおよびカチ六ンとのイわ一翼払底堀互玉膚zよって起

るととを岨らか溶し1乞．

　舞一事　ハロゲン．イとアルカリ　による敵外吸収

　　　　　ズへ・クトルめ疲滋
ノ）　ヨウ～ヒ，ガリウム．　≡1ウ化ナトリウムお・よが翼肥ヶトリゥ人．＿．

一一一一一一一 ｱれらめハtコゲン化アル刀リはノい代れ渥可塑控セもち試

集イヒ、カリウ云ゐ場合ヒ略た同じ一呑下1二錠剤に両型すみ、こと．がで…き

否ので・．難ず湿れらのハロゲン借ア｝レカリをマトリックスヒしてA

諺心素ぞ譲剤法1乞よって測良し、その赤外吸収スペクトルが召滞類

似め必のになス）こヒを確認し苑。しrかビノ　こシしらのハロゲン化アノレ

カリ甘錠剤法のマトリックスとしマ用’い花ヒをIZ童血温ズ．岬クト1レ

抽・勧繍ら蝉1鍋雛鋤〃桝ま乾1翻・紹肥スト
に均’辱｝Z毘和’すみのみで既．ヒ同様1畜スペクトル愛化宮おこ寸こヒが

豹i明した。　このこ：とη’らノ　岡1麩めスペク下、ル蛮叱をひ宅しおこす主

凶は鎮制の詞製藍産にあみの舌は有く，ノ＼：ロゲンデビアルカリゼyし菌

壕にあみととがわ：かみ．

　愛叱型ス〈1“クトル宮藍建すみ際にハp一スト法面用いることγまノ筆

工法・セ用いる島合見比べ次のよ二う呑比重、があ0ゐ．　　こ心で八・一スト

法とは試料と八てコゲン1ヒア，レオリの四番薯蚤：め混合・」切を：距屠のよ．うk三

〃膨ま鮒H・c・aやズトとし・測笈謁こと絶わ（詳論
東験の苦厨2．晃す）。　々一｝z甘、鋒　三法矯ぜ試料セ歩ヒし大廼剰の八

bゲレオ乙アル刀リ　（紡ノ〃かイ哲：量）セ藻「い冶ゆ：等・が’易みので，ハロ

ゲン～とアルカリ車の微：蚤の不純鞠、粁に7Kの彬準が黒：視矯乏なくな

る。　八Yゴ～デンイとア）レ刀りは．一般に扱湿翅ヒ増ぐナく壱し、ので・．　荏藍φ、ノ9各揺

　　　　　　　　　　　　　　（3の



置 真 金 す れ 苛 い る 拭 鼎 TZ薯 等 モ 与 え も.lい 温 水 か を取 慣 L こ と 田 塾 緒

-<tあ る. 一 方 Ô - ス ト鼓 せ 甘 試 料 t:,＼-｡ ピ ン 化 7 ,レオ リ a量は回
塞 翼 竜 あ りJ ノ＼ロ F ン 化 7 )レガ 11中 の 隷 か せ の 由 a) 木 免 職 D 鮎 背 圧

患 挽 す る こ とが で き ろ ｡ 労 二 lニN一室71(蕎 化 合 物 の 剰 足 摺 拭 碑 七 滴

製 す さ 慣 性 は. 望 見 ヰ o)水 分 ヒ よも 堂 水 煮 の 藍 互 淡 雪 価 やた め′ で

き る だ O-碁 早 く 卑 壁 す る こ と が JA 蚤 で あ る がL. 袴 の た め l乞 TJへp- ス

ト湊 4)よ う な旦 直 甘 南 零 落 が 垂 し て い 方. こ の よ う 在 寮 碍 が ら ′

委 化 形 ス ペ ク ト ル セ 経 る た め k は 僧 ra ii7 宅 ト ア ミ ト･阜 T71は 557 セ.

トア ミトdヒ,＼ロ ダ ン 化 了 ]L,カ リ と の ピ略 阜 畳 毘 各 卸 を ペ ー ス トヒ

して 卿 度 し . 鑑 別 法 は 重 量 比 換 わ た め た 用 い る 1ヱ止 め 牡 p

召 ウ 化 刀 lJウ 4 お よ び-鼻叱 Tト リ ウ ム を 含 む iiア せ ト ア ミ TJ､-ノ＼ロ

'JJ ン 化 ア ,レオ l) 二 成 分 系 の 敢 外 項 塀 久 へbク ト ーレ 官. せ れ 婚 礼 費 大 面

a).JS) に未 了 _ -Y - 盛 と 比 敵 す れ ば , こ れ ら 二 束 卦 条 の 久 ベ ク

トル が ii7 JE.ト ア ミ ト､B 形 蘇 勤 oj虜 各 ヒ 苦 わ め {遭 収 して い る こ と

が 判 匂 , イ ミ ト = 境 域 帝 は 二 歳 分 筆 で は / 7 5JC p耽-/材 血 TZ訊 く

兇 わ YLノ を の fEめ /7cc の花~/村 血 ヒ 直 は 柑 C,0時 鴇 膿 勤 硬 収 青 が

よ く 食 掛 Lて 密 わ れ て い ね . こ の吸 収 帝 は , 日 形 絶 島 L6､は 単 五 い

イ ミ ド 工 噴 収 弟 の 肩 l王将 わ jJLて い て J:く 観 測 t yLなか っ た 宙C)で あ

るが . 二 成 分 系 で (ま垂 水 素化 Tt よ 7t･嘩 項 数 へ C)緒 動 屯 田 っ そ り観 測

さ れ ′ 身 三 貴 を 与 え 色 感 底 を 事 栂 け 苛 こ とが で 三 色 . ヨ ウ 化 刀 り P7

ム 充 ヒ ョ ウ lE.ナ TL リウ ム 充 てL巨. 軒 転 す る 噴 叔 葡 め 硬 紫 が 礎 か T?_菓

Ti希 宕 せ せ ′ 増 対 象 魚 g 殆 亡 国 15で あ る か ら, 旗 着 の ス ôク ト ル と

国 東 す る G)睡 葛 藤 す る がL , 量 化 ナ TJ) ウ ム 泉 で 7d埼rl～-H烏 合 の瀬

勤 吐 固 す る領 収 帝 の 現 数 や 解 凍 が . 音 ウ化 胸 と 含 む こ 威 令 乗 と 可 鼓

リ 箕 75っ て い る .

ヱ) 臭 化 カ リ ウ ム . 温 1tijll) e7ム も.JIが金魚 -I------二九 ら め,＼

ロ で -,化 ア JL/力 1) 官 金 か こ 成 分 泉 の 市 外 現 収 ス ペ グ も IL 持 . i>アセ

トア ミ ド A形 藤 島 b 兼 外 噸 収 ス ペ ク い レヒ 同 一 7=L鼻 毛 . 一 寸 も わ 七J

こ れ ら わ ハ ロ ゲ ン 化 ア ル カ リ Td, 蚤頚 状 態 や 沌 い ず れ 旬 ユ 4̂ヴ トル
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安化 互 LJこそ 古 い ･ H L'よUrI) ヒ 丸 t,7tハ Ⅵ T ン 化 ア 'レ乃 り

皇比 車 す る ヒ′ 同額Lb ス/eク い レ硬 化 Tz.皆 八 ロ テ ン 化 ア Iレ カ 1) o ア

ニス ン J5よ o{カ ナ 式 y dr南 台 と 匂 珂耳 して tlる こ とが b d､石 .

3〕 耳 ク化 りナ ウ ふ .鼻 叱 り与 サ ム お よび温 叱 りケヴ ム - - -- -

こKLら G)り す ラ ム腹 鼓 ス ペ ア い し汲牡 とも ニt , 日 とね し 7-J ロヽ

ブ ソ 化 7-レカ リ ヒ岡 林 . B形蹄 亀 t7u顛 似 した赤 外vB収 スペ ク い レセ

i え も ｡ ヨウ 化 T) ナ ウ it東 京 才 が 鼻 叱 り3-ウ ム 貴 め スペ クい レ 掠 .

老れ 雀tれヨウ叱 カ リや 入 貢 (身 貴国 EL)) お 古が 異化j-tJ )ウÅ 泉

(芽 ,>Jg G) ) の ス Jヤ ク い レと 粒 klBTじ LEあ る が､′温 叱 リ チウ ム 悪

さlま,N-H碑 兼 ね よがN-H萄 外 敢為 液 動 (イ ミ ドV〕 吸 収 苗都 政留

の也 置l三見われ ノ 守 た柑 d)噴 坂 寄 bd毎 払 軸 に巾TA･ild--?て しゝ る｡

二yLモ チ 大風C,)⊥r_表 す ｡ リ サ ウ A 温 めb且湿 性 は ぢ L' と も し】75じ

る しく , 〟 -ス t 造 血 よう に 撒 牽 官僚 国 す る 濃 合 せ も , 米 綿 調 整 中

lzす み 増力＼rZ湿潤~す る . 二 4)た めJ tJ了 七 トア (トd 功ス ĝク ト

ル 菅 郡長 する贋 rt甘 . 垂水 乗 の 重 文硬 t′之よ って 態 試 しを lj アセ tLア

ミ甘 め 吸 収 に鳩 車 ､L 托. N⊥口碑騎精 勤 唄 収 叢 Ltj外 ゐ吸 収 轟 も 碇 帯 す

る ニ ヒ は画 敷石 あ る .

I) お よび 3 ) fl記 し た変圧 型 ス ôク トル は. いず れ ､b享 7 七 ト

7 号ド 日形籍 轟 Q)ス Ôク トル rI環 視 して お り .＼ロブ -/7h了 ル jJl)

a)ア ニ ス ンの産 額 は よっ て 三 っの型 に 介 笹 で qLる . そ こ 石 亀明 め

便宜 上′ す ウ 化 粧 鼻 化 加 も よ tF鼻 化 軸 †Z.J る 安 化整 え ôP トル吾

唄 は Ⅰ㍉ .ちヱ お よ び､β3 里 中 ス ^Bワ い Lと呼 ぶ 二 YltZi 為p ニ YL

ら中 里 の 主 な 摺 塩 は . N-H r～-D)岬 蝿婚 動 噸 収 爵 島 よ ぴlイミド V

(Ⅴ ′〕頓 唄 港 o)旺 置 ヒ形 叔 ヒ ある , こ れ ら4)噴 収希 の 波 数 を各 賞

化 里 は っ し､て 甘 札 泰 rz京 す . /p o o JL ヂc c 抑 ｢/め筒# Lの塙 蛙

哩 収 串 は. BI も よ orB,a 型 ス D̂ク い レそ 痔 Tr･敏 地 銀 i ′浪 費 ED僅

か の ず n 苛菟 わ け 易 く な っ て し1竜｡ l仔細 ヒ 換 封 す る と. これ ら の

噴 蝶 番 d)項 数 ばカ ケ キ ン の麺 類 陀 よ って JJlL ･5'っ巽 海 っ て い ね ニ ヒ

が わか る . 埠 o)粗 手 は☆ + 泉 は泰 '1亜 IJで あ る｡ 3'兄 お よび斗

〔59)



ナ琴に越智繊繍巌数飢・・．っ．し噸．’躯謙お←、．て・、．

・の．ズ．ペハ〕レ恥の．購セ．老尉・．馳詳繍．鰍セ．お’・な．う．

こヒヒすみ・．

　　　ナ斌劇哩スペ外・ゆ將．幽々帯σ）

フ三玄．
刀D @　　ゴー6ド　　（：ガ

スへrクト．）レ． a@　　　　 屡1　　　B，之　　　 ［55　　　　51i多；結し晶

ソ…　　｛ll激務で鷺協　護熔
エ磁τr　　　　　　7，9尻　　76‘P勉　　20〃伽　　　　73ク例

ソ～一り　　　　　β勿勉　え3夢勉　之，え〃勿　　z4〃’％

■磁N！ノ　　　　　　ナ々7吼　　 計6ζ鬼　　　一　　　　　子女7微

　　　膏辛表1　変イ乙型スハごクトルの特性扱収希　（z）
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身二筋 /lK ヒ 771u 丘 の常 馨

身 一 節 {-と t)躍 っ た P 産 め 八 ロ ケーン 化 7ル カ 7) G)ち 15 リ 4-ウ A

直は極 東 て 吸 湿 蛙 が弓盤 上 Lk がこっ て り ナ ウ A 温 来 せ 水 音 含 ま な い

弛 d)奈 ヒ固 持 rz.津 村 寸 も ニ ヒ 堤 毘 晩 で あ る b Lか しノ プ アも ト ア キ

ド ー l)与-57ム 成魚 か ら産 金 1三水菅 野 ~除 く 二と皆演 衝 飴 11 困 蘇 な め で

並 TZ1〕 お よ び､ぇ〕 rz.底 ベ PLジ ア セ ト7 ミ ド ー ハ ロ ザLン 化 アル 刀 ･)

喬 に 水 生 添 抑 して 且 の ス peク ト JL,変化 セ l)ナウ ム鹿 の 環 谷 ヒ 比 較 於

討 し た D 悉 北 す る水 の 畳 は 泉 水吸 収 ス ペ か い レで J dc o抑 1~J件

遡 れ 現 brL為7枚の0-H仲 滞噴 吹 尋 t:ジ ア セ ト ア ミ ドo)～-LHF綿噴牧

希 の静夜比 が lJ+ ウ ム 温 d)塙 各 ヒ 固 毘 最 に な み よ う rZ･締 斎 LFl｡

日 に 良 し を ハ ロ ゲ ン 化 了 ル jTり は 寒水 略 と舎水 路 ヒマ 同 線 p_ス re

ク ト ル炭 化 智 お こ し , 蘇 ら れ 良 質化 型 ス ペ ク ト ル TZFEr速 は 絡 め ら れ

な カ､.,た 也や. ヱ) rz托 し た ハ ロ j;ン 陀 アル カ リ d)う ち. 食塩 と臭 化

那 )サ ム とは′ 含 水 蹄 陀 71帝･各的 TZス Ôケ トル 変化屯 倉 こ し. A型

畠静 めス p̂ク ト ル ヒ変 化 EIJス ^qク ト ル との 皇 薗 し直 71八･ウ ト ル が 測

喪そ れ 抱 , こ d)とき め 餐 化 型 久 へ.ク トル の 里 は . 鼻化 カ I)ウ ム 苛

性Bl , 食 盤 首 はBj で あ J'た ｡ 音 71 . 塩 化 力 ')e7A は , こ d)経 度

ゐ 含 水 量 で は 全 く スペ ク トル,変 化 粗 野 き な か っ た O 争 塵 ノ＼T]ヂ ン

柁 7 7L i)リボ 金 氷 藤 と費氷病 性 与え 奄 :}ア セ トア ミ ド b ス ôク ト ル･

里 を 禾 寸 と☆ + 一 夜 d) J う ヒ TS a .

身+ ′衷 -> 7 セ トア キ ト J＼ログ > 化 7ル カ リ農 d)

ス 〃 ク トル 聖.
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ここでAセA彩結・量ヒ同一めス〈ρ〃トル香あみこと二を禾す』　　江ヲ’ノ

8之あお・びβ3の意・味博既に説明し苑。　甚十一表から，氷の落一淫

i．Zよってス〈3クトル愛イしのイ壌向が助長乱心ゐ＝とお」び氷の彦重蘇口

拘らすレハロゲン化ア’レ：カリの刀ナ才ンお」’びアニ玄ンの久ぎεが

ス／ぐクト，レ愛イ払のフ目無とL漢1厭しτいみことが」bか「る。　 ザ為r士つち、

周　カチ六ンについてはアニラ〔ンの丈乏な’ぢの後ノ同’アニ＝キンiz

つ　し｝て　は　カ　ウ・　7七　ン　の　∬、　さ：な　と　ゆ　鑑ス八。ク　　ト　ル変　イ呂　セ．起　す　イ貢命］　陀　あ　り．

ア＝六ンと「σチ貞ンの大さ乏の比が蓮当な話合セは混在すゐ永の量

が又バクトル変化の還良茎決めるようになってUゐ。莫・イヒ刀リウへ

雄丁震乙の場合腱あ免って詣り．同訓法1’zおけるC・0禅謡振動畷二

二の強度地の．再理：挫が悪くなゆ療因循なしヱいるこヒ恭明らかとな

つ勉。鋳：考u法｝zおけろスベ・クト）レ1変イとめ；衆区rとしては、　窪ら1zi髪鍍

聾の刀耳圧の勧；論陣鬼之なくてほ畜り煮レ」、　　埴めため．　ジ’アゼトア

ミドB形緒晶を亜常法ヒし彪がって臭濫カリウムま佐訂塩化カリウ

ム二二ヒして測三山みこ蒼っ陀とこZ｝，一部今A形結晶の’吸収帯（

例えば’、2え〃0魏ゴ山並：の二望嵩♪が現わ九々ことがわかっセ、

　ジアーとトアミド三二点状禧からはA形結晶ヒして竹’三寸な鼓、こ

の二二ば加：二時におげる結晶の融解および重縮島によって誘哨する

こヒが冠乏る・　少。。e’り極い融魚津もって謁晶が．裂錠時に

レばし底絃晶力融解Zラリ・毎こヒ1く，既IZβ幽レ㎏よって’ �ﾈを

κてし1ゐ4’．一丸西面一一ぴ繰から，ジアセトアミ

ドA骸乱酒よb奥化カリウム禦セセ調整すゐ1謄｝zは．永め存在がβ

形（厳酌Zは翫型ズへ・クトル謡えろ紛への測疑促直し，加

圧め七三が赴ゆ忌詞直島弱るた砺両日の影響の程渡尼凌4て複

々の段踏のズへ・クトル，刻ヒボおしり．c・o富民1職吸収滞の粗対強

笈〕肋・・て騨の最初1嫡べだような異常同一碗繋をれみことが

；bかった。

ク三緬吸収帯の，絃動の検討
種々の八ロゲンイピアルカリと’ジアセトアミドヒめ二成分系が示す

　　　　　　　　　　　　　（俊）



ジアセトアミド」特牲三門甫の渡数の柏」董．セ凍分国れば，ジ7セトァ

ミド・の一CONHCO－i丞と八廿ゲン化アルカリのガ’ケ六ンおaび’アニ

オンヒの呵｝z相互作恥哨たらuていることボ閉ら．オ・鴎る・　ナ

元表陀示したよろ｝zN十1（N一ρ）伸縮坂勃話よぴイミド▽（▽つ吸

収希め波三三ア三犬ンのみによって疑きり｝．イミ｝ご永素原∈ヂとフニ

貢レヒの薗に静電酌有イ六ン確趣昏頂門イ糊州轍らいてし、ること

セ示していみ。　　このような桓互柞用冨アニ六ンの4文ン畢径が落

す陰レセボい弱くなってゆくと期間とれゐが’卑慨世全く．）セの重り

と智っていな．7ニメンご（翌一より6ドを経て工一，Z黄って早く3

し吃がし咽詔（八’つ）伸縮振勤二丁藷這商族数ヒ綴り一ミド▽（

▽つ吸三七波数へ伽・2係再興コ晒愚将楠瀬駅な
ろ揺訊砂吸収剤豊託磁競示すことは．既lzNーメチルア
セトアミk・め対引する特性扱」三胎の港漣後門に替ウて確かめちれズ

、偽こヒである3）。　一力旋斗姦㎏示されるようセ。・oま短ldC剰

齢の野州の笥舗矩い脚反齢（イミドLL皿訟が功
ぱアニ床ンのみ厄らずがケ大ン臣まゲ（る影響望響ける。ミのことか

らひ0．酸・乗募手と即与才ンとの｝可iz別のイ穴・ンー子下暑霜互作用ポあ

みこヒがbかみ．　活し亀ろさ潤れ臥統監越した振動数暫

欺アニ女ンめみ鵠響畷幽薯㊥る・ぎヒ刀獄ンの影
響が了二玄ンセ経て分下野るよう有二次釣囲暦泌ならば
却九表の吸，収爵あ三三・三十長の吸収轟より唱故穏ヒヵヶズンめ影響

セ皇1ナ右筈酋あみ，　このよら1ユ冴光蓑と身干蓑に示し乾波数堅餅

は．醐ヒア城活擢㊥・バ室ン・鷲の耕・’睡卵
互欄ボ珂蹴お、。て・晦ヒ駐なくて踊子寸ゐ＝とボ蚕越
い．　身イ蓉によれば．項ミド工吸収彰の渋数憤了二六ンお“び置

旧効林ン半径ボ減ケ松セ碗・吻て呼数磁リ・イミド
乱皿撫び∬・畷収勧浪数は勘襖何セ示す・このこヒはアニ

六ンおよ勧撚．の林下翻・’1・筑く騒渥ジアセトアミド介

勘趣幽噸力肘みことセ意味い・さ芝に逮べた相引ト用の毛卦ル

雌し、に蛇示して、、る識橘のイミ’ hエ吸蝋臓糠・憧
　　　　　　　　　　　　　　　α～3）



れ彦D彰締晶における回数妙雌商く’．¢・oの結合双数は再ケ言ン

ヒ相郵回して、菌と勧が三二結晶勅練減ヒ与かってい
みヒさより大乏いこヒを示していみ．　こめ三とから、　ひ0ヒ：方チ

ナンφ祖互柞用は捷｝必て弱く．　カケナンから離れ彪位琶12あるN－H

論合ま者亀影－導2お’よぼ」三…ないと看えられ為・　ケ九二の壌忌数ド

カ・ウ・亥ンと＝無，冥！葎老「争災1まこφ．ラ皐ZしZ説耳：目さiれrゐ．

身皿知　孟卜守砂反掌め撫さ直
　義r三黄D＝止べ垣N－Hヒアニ大ン圭∫凄びC＝0ヒオヂ六ンとの粗’互作；

用を同碕抱着えるこヒ吃よワて．ス・ぐクいレ変化め主因ヒ有る分畢

形笈転φノ自無陀ついて・合1藤も愈な説明セ，与えるこヒができ：る．　　ジァ

セトアミk㌧ハ’口’ゲンィどアルカリニニ成分系｝zおいて．　すべてめジァセ

トアミ｝ド全子が前醐毘婁べた二三浄用に閑・与・すみためセ1ぱジアマト・

フミドAl彫結晶の結晶格手駐完全・セ破壌芝虹Zいなくては竜らない。

このこ「 q紅新末法箆よる×繰凶オfP則」三二よ，て碓かゐられ彪。　　うぞ

七二屍にジアセトアミトビヨ1ラ花刀リシλめ二二粉末（モ・レ比略／

1！）の可書fr諏、　’6セA形結晶［の田鮒線を辰す。　3の呵二線：ぱ全

く鹿に現われ吃いないばかりで盲く、　虎に1ま多く∂）新’しい画和『線かド

饒測t教，異なった二二ボ形戒回れたことセ高していゐ．　うn一

姦匙〃ゐヒ，八τコザン化フルカ、）のアニズンボ大きじ1養　註．にカナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
者ンφミノ」、乏い遅，　又ペク｝・ル」軽緒・に：肩刹逢あることが；わか：る。ス漕クト）レ

可塑こ賜・写糊・トランスーシス脚鄭ア・みトラン瑞へ娠魁ドお渤．
易しにと芝慾二二冶・トランスートラ）久影では二個の。・o酸奈尽痔直泌
厘置ヒあり，）＠樋：夏捷力のため．この形にトウンズ．シ頭彦・の

不場吏ヒそ想ざ兼ゐボム・ジアセトアミド’香は更・際た、ト今ンス．÷．

トラン入伽ぐ梅三三なつZし防とヒ隷既財一章巡蛍べ彪．

今ゴ祖補耕ン半弓大筋アニ玄ン。外ランズーシ賜分子
のN引ホ乗原尋と相互柞二二っ苑め楼直すれば、このホ勲対し

弧位廟ゐ験三原年ヒの阿挺｝ま強・吸境力が凝らいてトランー

三三纏山けるで励う．こ倣梶刀ばアニズンの校ン半
径が擢し瞳旅麺．ど翫微ゐ．堵トランスートラ・ス吻

　　　　　　　　　　　　　　ω4）



醸 貰 盈 与 tzカサ オ ンが興 起すれT3I殻 東 傭 東 風 07亙耗 カ73 ち 急 襲 鼻 嶺

泉 it+オ>湖 の帯 電引力 に相磯 三 九 , ト ラ ンスートラ > 久 の 懲 怯 そ れ 痘■

け 奇 襲 化 さ れ Ta こ と tz お ち 0 7gナ オ ン の 4 才 ン 半盤 が ,ト 三 い逢 ,

11ナ 1 ン 吐 南 番 素 魚音 吐 播 吐 す る こ とが ご き る . 敢 戟東 京 魔 力 甘 カ
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化 り ウ ム のtEJJ粁汲 )

tA) ジ 7 セ ト7 ミ ド A取結島

津七回 幣 束法 X韓 TEl抑 留

ヰ サンが 撞 並 す 古 畳 ノト乏 くな る 二と Td乳 暴 世子 憩 ItL 九 も ･ こ め よ

う 性 して 大 宅Li アニ オ ン 七 か モ Li カ ケ 方 ン と a}南 台 a)軸 釆 yz-よ り ト

ラ ンス-シス 形 よ .) トラ ン ス -トラ ンス 髄 へ ゐ 及 鼓 が お こ も ニ ヒ 城 見 各

竜 え ら れ 75 こ とを あ 為 . 東硬 性 杜 この 及 払 故 国婦 r{1虫 二 って い る

ので ある か ら . こ こ 77L 旦 /CF=単 か 与 的 TJモ デ ル よ り も 挙 婚 吐 規 鼎 と

電 希 で あ る 方 ｡ こ こ 首 は′ 晩 盤 古 帝 尊舶 拍 邑 作 河 の aL171も と 与 い

て分 与 形 D顔 曳 お よ び 嘘 iR帝 ⑳ 移 動 虹 範 す る す Jttての東 歌 縛寛皇帝 ,Rに

義 和 で 乞 匂 ニ ヒ モ 店 嫡 す る に と 宅 め る ｡

tdf)



舞五毒 コハク酸イミ ドとマレイン酸

イ ミ ドJ# 晶 の赤 外吸収 ヌ Ôク

トル

イ ミ ド遠 め三 形 d,ら ち. トラ -'スートラ ンス 形 の 市 外 藤 姓 嘘収 帝 に

っLlて 古厩 k斗 二茸 も拝 観 奄 解析 をお こ なった . 藤 苛 二静 のろ首

トラ ンスーシス形 応対 掃粗 め息 か ら患 え て歳 4,歳雑 そ あるか ら′ 太 東

k あいて シ ス-シス 形 イ きk､C)騰 蛙 嘘 収 番 を施 すY静 柵 Lノ トラ ンス-ト

ランス を よが シ スーシス略 ¢精 某 を各隠 し 7rト ラン ス-シス 形 t ヒ リ城

う こ と ヒす る. シ ズ ーシス 形 イ ミト､基 あ貞 則 ヒ して は. 新 選 7a五 泉

産 イ ミト′ 甘 古 わ 7;コ ノ＼ク解 JI主L･tも JtAtマ レイン 酵 イ モLL'を選L

kr. これ らめ化合 物 め東 外 嘘収 ス Ôク トルは , 牧 来観 人か め新 見 為

は dっ て と .'j=&L.ら九 て い竜が 3.4･t),イ モⅤ 基 の鮪塵 吸 収 轟 の大

部 分 せ 乗 ビ 玖不 明 で 港 J) ノ 意た 壷 水素化各 軸 Tz園 する覇 者 も邑 当 ら

なか った 留め ろ,ある｡ 貴 慮 杜 これ らa)環 式 j ミトおよ が N-重水秦

化肋 の奇 外 疲 収 スペ ク ト ル (〟oo O - u C .9 imI') モ 割 薙t,. 鼠

劃 され 色 吸 収 宥 め大 部 五 七 イ モLtl峯 の 韓 JA揖勤 15ら L̂･･比 翼叱 氷 菓 度

量 の原 動 に 帰農 t,丘 ｡ .=ち と前 章 た慮 べ た 11-7セ ト7 ミ トヒノ､ロ

ダ ン叱 ア IL/カ り との相互 作用 虹囲 す る 常 襲 絵 素 を走 潤 して コノ＼ク萄

イ ミ巨 畠 よび コ ノ＼ク貌 イ ミ ドー射 てつ い て ヨウ化 オ ))や AtZよる スペ

ク トル,東北 a)換 討 音義lみ /浄 塵頚 収 有帰 農 わ衷 舟 'T と73る幾 フか d

知友 を弥 h_.

サー埼 環 希 イ キ ド の 卦 手 旗 患_ヒ 射 線 鹿

コ ハ ク敢 イ ミk､鯨 晶 R っ い て LDK 津 田 珊 寛政 か ら, こb卦 寺 は結

晶 向 <L氷 果 兎3 域外 句原 子tzっ い て 措平 面鏡 畳 を ヒリ′ し か払監 桑

原 手 C)ま わDゐ三 っ ¢盈 与 由 魚 4)如 法Jf♂0 号 あ るこ とが 蛸 ら b､

陀 それ て い るか)｡ L71 が ゥ て. こ拍 手 の-CONLICO一基 吐 血 収 舶

LIHl式-シス F,/半 面 席直 を ヒ ってい7it して 富東 女 !a-し-｡ マレ イン帝

(也)



)ミド4)蕗 轟韓直 也ま吃又敏郎 汀1-a よ っ て 解 析 去れ そ し､7{ tlが . コ

ノ＼ク醸 J ミト と 同株 ′ シ ス-シス形 モ ヒ っ て い う Y_し て よ い も あ ち ら .

こ の 抱 合 TZを 与 内 ¢ 各 虎 与 が 覇 も包 蔵 軸 に加511して い も アユら a-) 竣

a)対頑 社 は 賢 韓 C,ス 1, で あ ら わ さ れ る ｡ し っ､t な が ら 韓 FEr羽 で の

卦 手 薄1滴 且 拝 滞 (主 ヒ し て水 魚強 弁〕 @ た め 実 陳 G)卦 与 り封 鎖 也 虹

Cヱ-U- よU 喧 Jlな っ て い 7'd す む わ ち. これ ら め 卦 与 tI笥 轟 pl苔

二 か ユ すLヮ水 素 韓 合 性 よ っ て 結 ば れ た 最 敬 二 老 体 境 直 音 ヒ っ て あ ,).

各 か 31噴 71く果蕗 各 にあ 甘､か 75C70基 と直 弘 d]亡;o基 d)両 方 セ もっ て

い る｡ し た が (,乙,CLtr･者 塵 Tz_よ り竜N-目線を竜 何 d)二 郎 簡 庄

鞘艶L , 分 与 は真郡Cs に 浸 す 竜 こ とに 11 あ .

義 烈TB収着 の撮 軸 数 . 艶 衷 あ ま bl.菅 71(煮化 r?_ よ も 移 免 官 硬 対 す 73

17_幡 して は . 令-3 h 討 議 畦 が この よ う な 省 0)甘 診る 二ヒモ名 産 tJZ

お く地 啓 が 勿 匂 ｡ C.ztTか ら の す 九 段炭化 氷 果 残基 の慮 勧 Ya逮 リ i

ミ ド基 b 渦 動 a 方 に 大 き く影 響 す る ヒ予 智 之 れ a ｡ Lh_ボ っ て頓

収 静 dj蛙 艶 性. 汚 れた寄 与 する 痛 勤 の 種 漁 r7- よ っ て ′ 亀碑 C朴 専 た

冶C･∫ oU 寸･れ か に よっ て 騎 輯 寸750)が 合理 的 で わ75. コノ＼グ酸

イミ ド お よ びlj ノ＼ク 頭 イ キトda)菰 外 項 収 スペ グい し富 津 ノ＼団11 .
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C=o神 埼振 動 酎 艮帝 t し て は,慢性仔ANDALL ら Z)ぶ コ.＼ク畝 ｣

ミト 壬之っ いて , オf:CHrORBoLlらi) がマ レイン顧 1 ミト IZ つ し-1て

/7 c c 加古/相 互 由轟 ゼ鼓 しl噴 収 轟 音 倉 岳 C-o仲 輯 膿 動 Z之/ /77と〉

fh-/付止 の中等盤寅 の鋭 い 現 収 番 号推 金 台 C-o碑 掃 頗 勤 lニ帰 鼠 し て

い る ｡ こ れ ら の 帰 農 は滑 らが で あ る か ら . こ こ で は′ これらゐC-
o碑 嶺 瀬 知 覚吹 帝が重水乗柏 はよ っ て街ヒ頼 勤 し な い こ と を託 す 桓

止 由 J イミド基 のC-N鮭 呑 め ま あ })の 巧 朝 世r息 簡IZ大 書 <影 響 三 九

る歯 収 帝 位 束 管 す る こ ヒ tLす る p せこ 華 や の東 森 か ら , トラ ンスー

iラ ンス 啓一C,ONHCO一基 G)舞 妓 吸収 帝 が ト ラ ン ス fF:rrCONLト 基の 鯖

直吸収 帯 と よ い対義 を 京 し てLJる こ とが わ か 為 が , 河井 にシスーシス

敢-CONi1C,0-盈功浄鹿 噴取 高はシス形-CONH-泉 a'野 性畢収希 ヒ
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3L〕対隅を示すヒi予想Oれゐ．　　シス形〈！一等与つレア七『トアミドの塞

劉鋤計章によ。て．C－N椀舗振動kN刑醐与変音脇との刀ツ％
［♪ン久k妄殆どなく，し尾がってこの遅め分・子で・は．　”ミド豆拘よび’

皿吸収藷の代りヒ純量Z奇い，C図面縮振勃おまぴN－H聯｝愛制辰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　zo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　このr事構は一〇〇1》月莇回収帯が有在すべ蓉二迄一が示されてい為

ε0一差鷲も同抹ヒ肴之ら泥．i争果コ八ク職酒ミド、　マレイ〉酸イミ

ド共ヒ　／6　”ρ　～　／4よOo催一1の領域に　トランスートランス彫イ　ミド’

めイミ隠吸収帯に対剋る吸収継示して・・ない。　ご咽霊台振

動に戻1しては、　C一トJ結合・を二個らっイミドヒー屑しかもた・ぬアミト：’

で｝暗唱旛が少一しく累iなっていみ。　4ミドの二．1珂φC－N毒膚合の血忌振

動は早撃大志くガッフ・リンヌしZ虹似血臆毒味での富加および豊鈷

萄伸縮の二つの派勃となな薯て｝あみ。　振動め遷：後面牟め方絢から

看えみと、　このうちで㌧00〈年卜基の｛ン八！岬町源動じこ耐応¶すみ乞のは

一C一～一己華燭梯紬振動瞥あり．この振動による強面詣はシス彫フミド’

のこ一ハ伸講撮動吸収箭ヒ吾々脱去寸ゐ肛蚤に現われると期拷されろ・

この冤1地からゴハク酸イミドとマレイン酸イミドに見られゐ／3（6〃

の。一ﾇ凱の吸収昂電この振回2画壇した．　この吸収帝の強誤が比．

郵包強いのはシズーシズ吻ミドにおけるC⑳・’ら縮れの†効・二

つの。剃結合が％全に同琳ではないaめ矯乏られゐ・　この副直

希の重オ〈黙しによゐ移動もシズ彰一coハ／序基ρ6一酎伸縮振動吸収蒲

の賜合とよく針応していな．　　一方、　ご一～一C艶対自申絹振動1瞠，N一

樋触精液動と珂成’坊・ヌリンヌして・・否こび劃く蜘送によ

るズパクトル要北から示され．る。　すなわち、　コハク酸ノミドの

’罵““、仇一・および軸イ・測ミドの〃如・因由・瀕蝋

臆断剣縫融レ霧り磁・祓収帝がこれらの吸収肋高浪数
側ノ又ζ“碗’随ヒ励肋．一舟摘化合物の騨函数
鏑帯側から収に蠕即け，旙旨の肋をぬヒし’重緬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ化合物に対レても同志｝Zしてユな’を是義すれば虻すレ莞》ソ∠者な

くてはならな。。　しヒカ㍉て、上に九鼎章知規紹謳ほ

り高臓側にコハ7酬ミドおよ億レイン醐ミト洋本紬魍
　　　　　　　　　　　　　　（4の



F恨帯ポ存在寸ゐ＝ヒセ丸味すみ．　寅礫にゴハク酸イミドな／4／5」

一一・ ﾉ鋭、沖尋強面吸収乳マレイン蜘ミドはノ37よ・耽一’に

肩を渉ちノこれらは重オく」敷化によって消失寸る。　このよ：うヒして

両化合物ヒ唱／4ナ〃ヘノ！00｛雇ノの番謡｝二重氷際詫言♂つて義

気寸葛ニムのP頭収締をヤ～ηこと＝が判’つた昏…　∴・∵’∴‘・ゴ・・　「・

この二本の吸収帯には当然N－H二三珀辰勤が太琴く暑与してり勾薯
であみ。　　こめ振鋤とカ・ソ：％リン牙ずる可能控のあ’る振動iな先・に
殖入泡。－M＝δ蓮爵轟挿溺‡侵動のみである故．最初亜£べ乏詰論陀釧

萱走L芒“ゐ｛ヒ得ない。　こ且らの吸収靖の位置旨よび強．雷門、　この」：

うな帰1島ヒとって妥当なちのである。　重氷盤化合吻の／え，よ〃厩’

村吏の向歯婦はひく～一。」赴射通イ申縮帳動が酎一H面内愛心壕動ヒのオッ

フ5リンヌ・から解つ・れた，忙．あ、　本来の価〔置潮淡って出しヲ心し1を唱のと解

釈き｝t冶。　重永柔拠合意ヒおUで．本来なわば覧ノク0〃伽ゴ以下

に現われる薯のナ）一〇面塘i皮俺振動暖収藷博、　シス彫一coNO一基の僑合

ピ同鏑くノ　療i据フk宗五泊基の振重力とい一ちじみしくカップ・リンメしマいる

ことが次の争爽からわ動、つセ．　重7k素比［2ようて／／〃0徽一ノ出

血．IZ現われる吸収孝1（ゴノ＼ク酸4ミド㌔4二のノ／6｝Zρ軋『’，てレイン

骸イミドー記の／ク5）60解一’）にN－0面内画角振動が葛与してuるこ

ヒ：k｝明らかであみが，＝れらの吸収蕃はトランスートラン入形イミド

のイミド皿’吸収鳶（96∂伽ヅ枯血）に比べて梢筒い粒置ヒ．あ：る，

・一 ＝?eコノ、ク酸イミド、　・ミレイン酸イミド甚rに7k系イヒ、出身勿rz由’し、マニ

　タ36伽圏！に宅ウれな吸収藷（コ八ク酸：イミド聴せヰア・誉強震．　マレ

イン鹸イミト超は可放り強い）ボ髭面素摺に詮って滴失し．3・30

助f！村血に代りの畷収鳶が現わ九ている．　これらの吸収嵜12っさ

ゴノ＼ク酉寅イミドヒーマレイン酸バミドしとをタヒ転r歩ると迦立i置」Z劇して二

男く薯ミ，重才（豪イヒ合物…果セよく交寸茄…してし｝ゐ弓“ノ強良ヒニ回して1註望「成

りの相蓬があ1，，　炭叱ゴく雰i族基の鱗造．の植」豊を亙班ξしている　二とが・
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仁 ヒ こう .身 十 朱 碁 陀 泉 す よカ に 愛 冷 温 t よ く一 飯 寸 竜 虎 果 せ 碑 た｡

壁 論 短 め 計賓 t,Zは 恒a.so,Lb轟 晶 解 析 は よる 卦を 真救 Rbj で 用 い て

鼻面再振 動 に軒 す る麿 を計瀬 L J こ れ をFl-Hお 古かN-D碑親猿動

翫 珂寸 匂理 - 日 JP N ･J"H'/ (JuN十九月壬 等簡 し て聖 fl･
マt,イン 敢イ モ杜に計 寸 為汲 鞠 牌 は コ ハ ク酸) ミ ト に対 すち 社中と

賂断 じ碇 隻 ヒi)も のと 義 え ら Tt為 ｡
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身 十大泉 巌 G)故知 (最 式 ｣ ミ ド )

コハ ク欝 柏 Lt､′- -ノ ＼-.一一- ヽ

'理翰檀 貰 剖 祖

廟 何澱 軒 (札 H/i)帖 ) /.J7 /J P

面 内根 知kooD 細 -/) /､4ld /,4!0

両 久瀬 勧 /.JP /J J-

てレJン敢 イミ ド

避 歯且 東 測 値

^57 /､.9√

JfJJ}

/､JP

サ 三帝 面 外 戚･動 上洛 1蛙 嘘 収 帯

･コハ ク傑 JIミド由 Jt/マ しベ ン戟 イ ミド17,お い て ●竣yL凍 れ C4タ

odll/宙 よが 7.之 fβ,,i-/a観 測 TarL古 墳収 高 田 Llす れ raも巾 J>hi. 普

ポ尭化 す れ 溶滴 来 す 為｡ したが って これ ら息N-H面 gt変 簡 (イ ミ

トV〕 煽 動 TZ碩 良 三 yt竜 .卓 水東 純 各軸 LD～-D面外 変偉 くイ ミド甘J)

原 動 現収 輯縛 コノ＼ク額 Jfもトdで は ∠Jdc桝 I/,マ レJiン顧 Jiモド

ーd-El持 E 3A tn-/17洩 われ 舌. 二れ らd)蹄 軸 甑 は身 -尊 rz.鑑 べ た ト

ランスートラ ンス お よび I ラ ンえーシス陣ジ7セ ト了 ミド d)イ ミ ドT 島′

J･ぴLV-ノ汲勃哉 またkjLtEのモ )置 壊 ア ミド のア ミドJV一お よび rVLJjh軸 蚊

と4)托野か ら屯耳 考 古嵐 で ある ことが わ か 75. 次に コハ ク解 イモ

や古 土I d蹄こ/r7L中尊護 良 al鋭 い吸 収 務 苫斉 し, コ ハク髄 J モt:～-a

E対 束 する吸 収 希 セ3-〆P戊√ ′TZ禾 寸 ｡ これら性 そ れ堪れ Jfキト

町A,d､ぴVr'@ 曳帯す Ii-わちC50面 外 質 負慮 勤 噴収 着 とIJa且 去れ る,

マ レイ ン萄 ｣ ミト む] キ ttLFr蟹塀 静 ヒして は fi-o CITLA(a)埠収希 が

盛 堂で あ 竜 がノ マ レ] t/顧イ ミトよせ 紐印志 しり 主ド甘′ 嘘 収 為 G,

鳥 のた 功] 壬ドVT′吸 収希 が確 髄 王れ 苛h った q つ)､ク酸｣ ミト ヒ

マt,イ ン喪 イモ 甘ヒ め1可 モ ノ 対 応寸 Ta イ モトⅤ 古 iLが甘/振 動故 に的

/o o 血 ~′ L}責が 着ら れる こYか ら . こyLらゐ化 も 切 の凍み ヒあ げ

も ~ 水 素黄 -% み盟-t に 可或 り 0直 し1が ある こt:が わ

か る･ この こと煉次 lそ連 t̂る N-H悼頗 放 動教 A)壌 封か ら e;確 か めら

れ竜 ｡

N-H (～-b)結 合 a･圃 与 す る水素皆 合 わ 現 t を嵩 態敏感 に 兵壊 す

握 覗



竜 也 あせ 南 外 変 額撮 動教 で ある ニ ヒは. 管 )貰壌 アミド ゐ港壇 変化

k お い て 窮 せ ら れ 3) , ジア セトア ミ良で 尚牙甘 薯 や堪 ,<7日 ･>亡 ,＼

ロブン化77L,刀1)と の戚 互 作 用 tl斡 藍 し て 鼠 菓 モ光た. こ こで 杵

柄 じ 虜 RJボ 貰 な で=巳血相 Q,同 じ聴感 oIYh二演 払 われk 二 ヒ比 な る ｡

東上 の南 外諌 勤 敦 も 着 た産 額 施 性 d i 一発 する 轟 a･私利 d)光 電与 え

ろ こと粒津 十大 蓑 ヒ 鼓 す敦 t)を あ る ｡

津田席 N-Hお よ び N-D 伸 鹿 渡 勧 吸 収 着

せ ′＼周 あ d tr才 沌 圃 r:京 すさ ら1三 ノ コノ＼ク骸 イ ミドお よtFマ レイ

ン萄 イ ミド rzも いて . NlH 神 海 振 動.頼悦 窮 D 形 はN弓日中鴇渦 動頓収

席 a)形 ヒ い も じ る し {異 な っ IZ L)為 . ､ 阿 蘇 T三蔵 象 は ト ラ ン スートラ

ンス 形 イ モkt7?あ い て 畠 窺 刺 さ れ 奇 二 茸 1之 お い て Ff喪M I 某 噴 Tzi

って 帯 演 か 競 岡 が 与 え ら れ た ･ コ ノ＼グ醇 j ミ ド, マ レ イ ン 寮 イ ミ ト

助けHも よ が-～-D蹄 聴滞 軸 硬 収 席 G)形 ち 柄 蕗 電 敵 兵 か ら醸 鳩 す 葛 こ

とが で き る , コ へ ク威 イモドめ 巾 î-Aい茸 Llニ亀 帝 (j ′P O あJ

か 3 0 9 0 抑 二/ 〕 ElN-jl1辞渦 線 勤 と低 竣 観 測 の イ モ卜 基 の聴 姓 取 軸

敬 ( /70 0 のオ / ヒ/4!/ P 抑 i/) Lb結 合 音 ヒ の FER〃 /乗場 rz よ

って瑠 わ れたぎめと烏 丸 ら れ る. こ れ らの基 本 線 勤数 LP氾 3//3

cm-/fa二重希 ゐ 格 硬 軟倒 o)ど _ クの 凍 数 JcPC伽JI普 釣 L/CL,pt-/

二 え で 由 り貴 塊が い ち Ltも しい ニ t･乞 克 して い るp

こ の こ とは また 二 宴 席 の 二 つ 0 ピ ー ク腰 虞 が 皆 ヒLと等 LL-こ と

か ら 宮 守想 -と れ 為 .. 卓嶋 T=i奄 波 数 m ず れ 態 愚 弟 二 つ0)ピ ー ク に

封tJて各し い か ら .去来 oN十l神 海 振 動嶺 は薄 衣 敢 側 め t.O - ク J 0

だ 翫 4oLd J低 い と こ ろ 3/TDo"i-/村 血 77Lあ る こ とが わ か る｡

ヰ本 らt=＼せっ て及 電それ た N-H･-･-D 太東 鋸 各 1盲欄 と TJ-H碑粛席動

敏 ヒa}旬晩 h)を 用 い, コハ ク韓 イ ミ ド G,hJ1-一一一DSf敵 え.3tAA/)

N-h'神 曲 凝 動 教 壇 東 切 る ヒ肺 々上弦 G,値 が得 られ .=d)帯解 87五 し

い こヒ モ 示 し て い る ｡
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｝）載珍、戸三尺く習芙餌窟量Yんビ起つ定いないニヒセ示す・3ρ7・ク

伽一’に弱し回収畜があ吃ゴハク醐ミドヒ同じく／／・・厩物

ご。僻詣振動ヒノ37ぷ〆’の入1一〃面内変言振勤の詣合者則帰屋馴

れゐが、　これ．らめ孝ロ3．〃750燗＝ノぱi下野益L3．〃7〃δ4元『！と田各一致し

ており三一｝乙よ：るずれは起っていない．　こカこと直｛1た本来の平

日伸緒娠動敬が観測値3㌧ヒ丸／躍“ノに血いことセ示す港のである・

ム掴め｛直三寿孟比穀すると、　ゴ〈ク酸4ミドヒマレイン蝕：4ミドの

N一刊伸福振動数の差盗約70伽一便なり、rぞレイン最イミド｝zおけ

る，k桑結合がコ八ク酸オミ｝に為サゐ遡のより可武D弱い．こヒがわ

かみ．　．これ且・嶺】節で，　卜↓一ト｝詣よびN－P面タ．ト変洋τ振動数を検干して

傅た緒論ヒー致すゐ。

　N一ρ揮縮振動吸収苗1エ荷随していゐ弱い鋭，い1吸・収希’は’すべて一coN

　PCO弓虐め賂畳振動数め倍一面ま庭は諸，合老・ヒし乏掛十｛二，十三歳に

　派し12ようセ合理酌に憂慮・遡れゐ。　ごめようにN－Hま危博トトρ

　神羅i：帳動心底節の形興を検討した緒環．購・性吸収藷の身長に面し

　て重氷面化にまる盤面・とは独立な根拠が得らγしることが｝っかっ亀．

二五揃炭侶・K素・残基の吸収藩
　二〕ハク酸イミ馬ド’ノ・ぐレイン酸バ．ミド冥ぼ環張かめ窮・響1によって．重、

銘の又今レンおよびズ与ン循童臣詣旨ゐ波敬よりぢ6・＿／0伽ご

壽｝い位：置陀‘一ナ1峙「縮畏収藩詳セi示す．　マレィン酸オミ’ドの（＞H声

声恢動回収鞘はN－H博畿振動吸賊靖と蓮有ゐ泣垂3ノえ〃あτり乞現

われていみ梶め、豊：ヨく素化｝ZよってN－H神論：振動吸収帯琶溌失さ比

みこヒに」’りぱb診て二巴奄乏た、　　イミド基の鮪・柱咳．収帯の〕痔合

と裏なり、／よ〃0吻τ’以下のε羽子引解’勤吸坂商冨分子の対戦性

をC2ひ尋虹似す’みことlrZよってよく籍し祇すみことが’溢』乏ゐ。　粟、群

e、幽おいてはコく・ク四球既本，苅λン劇ミドロ3勧
様外剰止C覗賄帳動セ示す七二る．　こめうちコ八ク醐ギド

めβ’一〇Hえ　は「乙み圭辰勃おま猷A！一CH2　鋭ゆれ振動の蛭i強：能摩は

（÷6♪



丙 ] 4-レ ン巷 d)lす】そ増 発 之 rL岐 軟 帝 の 捜 貫 蛙 い ち tiも し く 威 す･号ヒ

貴 之 ら れる ｡ 異常 性 勘 雪氷貴化 たよって影 響 -tれ 古 い こ と お i

び簸 削 巳を物 Yd)托敵 性よ っ て, コハ ク醸 iミT{ヒ iL本 ′ マレ イン

番 う ミ下 に 3本 の C-H安 帝振 動 現 収 番 号 見 出 hI 寸 こ と が で き せ h 逸

れ暑 十 切 も よtf 十且 泉 a)よう 仁憶 最 さ れ ろ. 二 め こ と が ら .舟 手

租 相 互 作 詞 rLよ る対 敵 吐 わ す れ ri, 官能 基 の唖 収 商 TZR 明らかrL簡

単 寸Taが 骨格 部 の吸 収 帯 陀 旺 ほ とん 皆勤 密 生与 え1Jh 丁こ と が iI)d＼為 ,

玖 上 Q)舌 鼓 TZわ い て 幕 営 帰 島 壬竹 なか っf'_ /9 Cク - ㌔oD iWLJ

o)畢 本 4)領 収 帝屯 五 賢 痕 の 亡-C軒 哉 汲 勤 め尋 与 七 生 t:翼 t}て い 克t

貴 見 ら れ ろ ｡

凍大群T] ∃ t7 化 カ u ウ ム ヒ の 一間 互 仲 田

βか鮎化 は ゴ '＼り鰭 1 キせ せ ヨウ 化 わ 7jf7ム東 和 ヒ して.刺 具 し ,

卦 他 力 l)ワ ム 鏡 剖 ヒ薬 塔 ,,た スペ ク トル 互 換 た こ ヒ モ 報 告 し て い る

LL)
薦 着 払 ジ7 セ ト7 ≒甘 めノ＼Tjtfン 化 ア 】t,七 tJに よ 754̂ ペ ウ ト

ル変化 の 潮見 に同 い た ち産七 番 聴 し て 凱 箆 条件 甘軟 弱 し た 範 漂 . 壬

卓化 カ リ ウ ムーコハ ク野 ) ミド水 落 東 よ り 称 嘆 晋 巷 に よ って 線 fz.拭 科

モ同 い , 変化 型 ス ペ ア t･ル を7k東 お よび 童 7K暴 弛 金 物 に -,王 ペ ー ス

ト竜 でL剛 度 す る こ と 7:戴 放 し た ｡ こ れ ら官 女 十濁 TfL･荒 す - これ ら

めを1,E型 ス q̂ク い レ卓 墳 辞 し て 混 め よ う な 知 見 で 賦 払 ｡

(1〕虚 帝 G)ス 0̂ク ト )いZ比 べ N-H (N-D)沖 縄 聴 音力唖 収 冷 房 執 滴 数

･軌八 . ^ ミド∨(V')現 収 醸 佑略 波 数倒 八 皆 勤 して お u . ジ 了 も

ト 了 も ド の埼 各 と同 掠 Tlhl-H水 魚 庶 子 が 1-7 ヒオ ン ヒ相 互 梓 岡 里

由 こ し て い奄 二 七 号 蒸 す. これ rL伴 古 い N-十1年 邦 神 勅 現 収 額 に

も LiTa戸EffTyll貴 慮 蛙 常 滑 し て い 竜 ｡

LE) 藤 波 盤 塀 勿 イ モTih港 蛙領 収 帯 m 頒 勉 tzし たが って 叶0時葡 塙 か

rz_梓 現 す Ta 弱 い 慣 帆 席 が 潜 動 し て い 竜･

(3)歯 鏡 a'ス ôク ト)t'rzお い て 可 .]モFTTどす 吸 収 帯 が 占 J I/抑L-I

C3-7)
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》、轍1

　　　　　　拝

㎜　　 2600　22QO　1400　　1200　　1000　　800　　600

　　　　　　cm冒1

　　うセ→一図’　コノ＼ク酸イミ｝♂の衷1イヒ型スハε〃ト）レ

　　　　　　　　　　斗（素拠合物

　　　　　　　　　　重⇒〈秦兆合賜

lzおい磁な。てい起の働ゐ帆袈佃鋸ペクト，レ磁ゾ魏
彫が櫨波致側八接動すむため重電りが解b・」〉回収帝述重氷素’恩匹

務動が’ないことψく穏認芝れ陀。

吻劇込型スペクトルにおいZ愉K劇給物の936躍一’付瓢重
水素1ヒ合物の830齢イ甘血の劇気鞘がネ雛に分裂し’荊三種

勃く、素兆によって後看ヒ接0たことが確認善れ為．　孟舘切スペク

トルヒ払・て賎糊ミ化合物に哲2ZO廉’に級収蔚が落荘鍋

　たあ、この救動を確謎す冶こヒができなかった唱のであ倉・

φ未羨化合胸φノ／9・駐碗一’め吸取舵．重氷空心含物のノ〆タ8殖’

φ職収篇、皇フK索兆合物のノ／〃尾ρκ！⑦言詮箒は極めで類1厭し

た形挺分裂し、類似の振動の婿与を．翼廿ていることセ示す。

r留）



この劫〕2．ヨ引ヒ籾ウムIZよゐスペクトル劇ピ踊痴部に

就なつヒ臨島は㍑6いてよく翻月さ瓦1剛鼓三三の一お法巴し

てコ肖勤、て用いられみと周わγしみ・

（辞）



第：六章押脚弍イミド溶液の望外吸収

　　　　スパクトル

　非鍛式・および撮式イミドの緒回状旛の薫外吸収スペ7ト）レ■棟討

寸ゐニヒ1スよって．　イミド去の三形のゐぢトランスートラン入形の蒋

挫吸収帝ボトランス画毛ノ置壊アミド②婚柱蟹収緬トZ．　シスーシス形

の薪性喪収帝がシズー彫モノ置』桑アミ｝3の蔚枇吸収帯に類似し鬼粁敏

を示すニヒボ明’らがとなつ陀，　本章径ぱトラン：やシス藏イミド2

騎挫回収甫がXランズートランス形ヒシスーシス私との中河油な枇旗左

とつ＝ヒ乏示す。　　こめ形にっしiてほ、乏虐にジァセトアミ｝ごA珍

緒晶の舌4回収ズペクトルに黄し，箕化ガリ曽ム榎域の將粧咳瞑箒

あみを教皮っ危ゐであ葡が．食虚三二の〕痔挫畷収二三甘言楕が瀕縫

σたあ．　≦めに多数の乗例日得らγしみ壽f盾授計セ留保レていた渉の

である。　看看減を老ヒ鰺畠として暇扱っ巳五．揮め辟掻劣λミド’お

寸び〉乏ナtらめN野鼠來化合嬬を四塩叱崇素，画虚．偲エチレンおよが

二視花炭表下下Zして派外吸収ス〈rクトルセ測足した垢果、これら

め非閉式イミドぱ上三無逓挫）昏媒ウ善はトラン尺一シス形セとってお

りジア乞トアミドA彫三下と類似のスペクいレ芝与えることを知っ

た・　 トランズートランズ．形おJl「びしシズーシズi脅の’煮外1聖鞍スハ9クト・レ

を参照してトランズーシス形オミドの食巌損厳の特｝生咳収帝⑦帰孟を

行なうと曇尼非援式4ミドの奇暑形の嬉種童毘に爵すみ東験三三か

ら，弁召下を決泉す看因釜ヒレて分苛庖言成すゐ原子珂あ立二三お

」び下下釣下弓拭童要有浸判を貴すみこヒと鴫らかにした。

葬一節ジアセトアミド溶疲
　ジアセトアミドの畜液中の菰外吸収ス・ぐクトル測更財縢レて溶媒

と・』て珊「いだ場合；：’切凱ヒ差条，回劉と工手レンおよび二硫1腿荻

は鞄れら子羊の咳収町域セ掩冶以蘇には蛮く同，のスパクい聴与

〔60）



え 竜 - Lたが っ て. こ れ ら の 洛 味 と 丈 互 k 用 い ろ こ と と より費 粗

度 溶媒中 h ジアセ ト7 ミ L.d'菰外項 収 入ペ クト'Ltc,1 t ～ C.C/

俄Oe･/A.LD娃 悪 漢薮 を 4LoDC ん ア C ♂ 0m_-/の 全 便 蛙 7Zh Taっ て測

足 す 匂 こ と が E･き る q 加東 杏 Jt>.t重 水 景 化 合 加 l三井 す る ス ペ ク ト

ル 官濃 密 二 速 の 君 虎 k っ 車 や 十 - 項目二示 す . ; 津虐洛兼ね っ い て 寮

劃さ れ 七 大 部 卦 の 噴 収 着 吐 盤乳 液 卸 改 展 l乞t}rアヤ ト7 ミ中･A 形 薦

晶 の 増 収 毒17い も じ る し い封 蕗 を京 1,. N十】坪 清 瀬 軸 噴 収 苛 Ji

Q鯉 細 を形 は A感 得 晶 に お い て 同 じ 複 成 に 観 測 モ れ た 三 尊 商 血 形 と

卓 上 同 じ で あ 75 . 〔=0神 埼施 軸噴 淑帝 LゴD.J i/ 仰Oe./Je客演tzあ

Llて / 7 与′7 ビ / i iP Eh-/TZ屯 割 モ yLJ A形 態 晶 ヒ 封 け ち ヒ 国 展

鹿 波 有 刺 LD Idの が 哉康 が 犬 ]:/a-っ ている ･ 温 存 温泉 とA形鹿 島 t 広

見^V,/ 卜 ,レa)頗 収 蛙 は 旦 水 系叱 各 肋 に 如 い て も 全く 可 巌 yi強 め ら れ

苛 . 例 え ぼ LP.J iL 舞pe./,e 溶液 の /f c J ′ /∫ a / お よび/2/A

o材 /の 娘 虫 串 は 誓 水 泉 化 に よ ･'て 消失 L / 武 I) に / J 40 抑IJ 吋 血

に中 背凌象 の 二 重 爵 お よ LAL/ 之 e J 読 ヒ鏑 こ､坂 収 帝 が 窺 わ れ る.

これ ら の現 象 は 1 L̂て A司d鰭 晶 Tzあい て朝 白か lZ革 めら れ てい た も

D で.あ る .

軸 互 腹 鼓 Tzよ って 太 政 的 -,Lf影 響 を安 打竜 こY か ら嘉 え で. 上 総 iD草

炭 占 溶 液 ヰ d)ジ 7 -Rトプ ミLJか与 ヒA南 緯 晶 ヰ 4)分 与 Y が 田 u 各 号

瀞 と ヒJ,て いる 二 t:写 明 らか に荒 す 'dめ と蓄 っ 't iL､. 寸 な b ぢ

･>1 七 ト ア ミド セ農 奴 姓清 瀬 ヒ ヒ か し た ど 等Y=塩 令 3-は ト ラ ンズーシ

ス形 と と匂 ニ TL T9-R ち か Y 7a-I,た ｡ ま た 溶 液や で 血 合 を 状 態 は .

足の N_fl挿 頼 波 動 増 収 額 企常 数 お よ び 合 計 解 よ D 君 え セA移籍 封と

同 じ ニ老 体 会 合 甘あ るセ確 執 三 九 竜. 温常や 匂 わ藩政増 収 帝 雪舟

鹿 寸 争 ヒ あ た っ て 占 こYLら め 呑実 包 弟 遺 す 舌,k 冬 が あるウ 室久恵

北 T?Lよ 海 久 ベ ク トル 変 化 か ら ]ミ巨星 LD痩 吐 敦 収 鹿 毛 直 毛 と 鼻緒 b-

i･寸 こ と 相や 幸か 溶 液 d)痩 最 変 化 托 よ Tb 久 Loク いじ変化姓 t れ

ら d)麻 吐 vB 収 蔵 O,耕 血 k 良 い 1 ゐ み 軌 刺 さ yLTb水 . こ れ は か 手 金 ふ

(i/)



が葛能基を重．じておこ溶われヱいるニヒφ・ら看之て者然謄あみ母

　身二尊　高級｝司族体｝容液

　冴二輩もとり肥った風1直の蔚級臆肪姦λミドセ．ジア毛ドアミド

め湯壱Y同じく．三1歪め奨趣挫落鎌と用いて測良し亀．　結果を女

す‘ん十五因ヒ．派す・　このろちジフ・ロピ文レアミド’のみはこ枚ら

め溶媒に知「して溶解夏ポ小さ・く，単量窟の吸収の理われ．ない授の巌

．厚涛｝燕のスベ‘クトルセ測下すみことがで’さなオ＼つた．　　しか㌧これ

らの高等同族体・のスハ3クトル亘｝司じ渡葺．糧おけるジアセトアミドの

浴漢ぬス，。クトル纐継した峙艶ぢ。ていゐ．こ坤曳購晶斌

寒燈の測疫馨F集とは全く襲奪っていな。　塾疑な詩回状篶iで博．　高

数周族林甚ジアセトブミドぜ全く凄昌なつ陸特性法．牧藩も干し、　分手

移の粗遂セ堆」是す急堰拠となった。　　：二二で博，スペクトルの兆鼓

かわ洛液申∂）分巴町がジマセ．トアミ｝ドと藪該］司憎体、とで｝司じである

ことがわがゐ。　　す苓わち商競1訂族体は酷刑壷ではト・ランズートラン

ス形で・あみボ寒：下野i春媒ヒ溶一艀し免と巴ヒは反轍レてトランス『シス

納骨なると看・えられゐ．　　このよう落下尋彫ρ及転せナ画章で既ヒ

1ざべしアくよ：う｝Z，ジ・アセ．トアミ｝ごX八・ロゲン化アルカリヒの1訂漕1マ穿

けゐ指：互年下｝＝」貸して認1りられ尺ことで・あ；る。　）をの賜含12は！頓

三作用のぱ宏らく漂子昭オンの二二匂およが静亀前な勧累左下颪

｝駄れて分る彰の夏転層岡すみ翼験争巣セ説明しん。　本葡控おい

ても開平：衷北｝て’辟なう高野同族体ゆ夏転がこれらめ劾：果から説明で

巴みこヒセ五曳・す。

　吻’面子で」赴バ政ようにジ・アセトアミドでは二個めε．0嵩合の蔵、1

奴極｝奴極甚粗互舷踊箆」ってトランズーシヌ彩よリトラレ即トラン

ス彫が不芽共となりていみ．　一方残琶責マ｝レキル墓は全トランス％

のり弊ザ4配列をヒゐあが巌琶を足℃杢れおり詩龍・中酋菖速弟＝の

配列がソられていゐ．　商級斗蹟弍イ気ド結翫で　　フル映）レ基が

この卍匠剥1電ヒる室らば，・分・手当：体ヒ．し一Zlよ由った：i移ヒ．ならざると堺

（6ガ
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340t) 3000 210t) 1700 1湘 1300 ulq

cm-I

身 十五回 Ijサ スケ'レア ミ ド 洛 溝 の希 外 切 塀スペ ク ト ル

GLej c. J C 州諺 /L ♂･′CF邪 耽 セ'L-

(A) C.0 / 〃謎/ム E.Pf九 れ 屯'L'

草 い . 一 方 ト ラ ン み ト ラ ン ス 鴨 の ぺミド基 t二対 し て 全 ト ラ ン ス のア

〕レキ ル基 が 即 ば 卦 を 也 亙 腺 軽 ＼と な る ･ 浄 晶ヰ 旭 白けも 蒐 塵の 51鳥

で か ら 意 も -Z 旦 蹄 如 万 がⅧ つ た 形 よ LJ 払荷 札な=ヒ 皆 明 ら 句､で あ

助 固家 路 が寓 鹿ヰ LLL=中 形 老 ･ヒ み の は こ の よb IS刺 青に よ も Y馬 え

られ 匂 , しか し な が ら 溶 液 尋 や は 充 鴫 の た め の 舶 1王 は止 署 で な

く常 亀 的 な 国 号 が 主 ヒ し そ 弁 舌 形 宮津 足 すも た れ 高 級 同 鼓 捧 召 ジ

ァセ ト7 ミ 相 称 ヒ 野 卑 的 ヒ - 1な ト ラ ン ス-シス 約 ℃ 7}ヒ 荒 も ら

九 も . この よう に . ジ了 か ア ミ ~- よ甘 射 良綿 棒 の蕗 晶 およ

び薄 味 ヰ ¢ 合 さ 形 は す ･̂て 立 体 的 ･帝 竜 柑 71国 手か ら 敦 明 trLた ｡

凍 三崎 ト ラ ン 久 一5/ 久 瀬 ^ 主 幹 の 浄 蛙 吸 収 蘇

り セ ト7 ミ ド A電解 轟 の他 , 連 れ を釆 お 古 t摘 盟非 裏盆 日 下

溶 液な巴 の到見 托 よ･つ て い <っ 小 - ラ ンユーシ人形 各 をイミド 基 の

(tf)



薄 味 竣 収 スペ ク トル の異 例 が 解 ら れ た カで. 砲 d)野 姓 盟 現 高 a)鑑 現

や 7 Ii,考 ル 基 変 抽 rz.対 す る拳 動 在 と も 昇 申 ヒ 良 討 す み こ ヒボ 旬 罷 ヒ

1iっ 九 . こ こ石 持と ヒ し て 港 束 ね ス ôク ト/レ (食 温 諌 妓 ) Lこつ い

て , トラ ン スートラ ン ス 帯 お よび シ ズ ーシス 略 の席 姓 増 収 首 Y比敦 L,つ

JP噴 収 宙 の 帰 農 と お こな ち こ ヒ ヒ 寸 も .

(1) J ミ ド Ⅰ'A収 串

イ ミ ド蓋 には 二 滴 bC10伸 縮 頒 軸 匂 古見 ▲ヾ ある が トラ ン スートラ ン

ス形 そ 灯 せ o)み ち の 旦 放 す甘仲 裁 娘 ね の旦 接 穂 挙 が かと く 与 り, 詳 しヽ

JlミkL 唄 扱 者 求 一 本足 わ れ 石 窟 tT甘 あ っ 匝 O トラ ンスーシ久居を

Iま′ 討 碍 漣 d)睦 下 血 r=わ rt施 釣 台 血 書 の 丑 と親 い 現 収 歳 の乱 ビーが -

鼓 し, 非環 式 イ もF波屠 浮薄 lてお い て葡 刺 さyLた よ う に こ革 め べ き

ドエ 吸 収 静 J<免 わ れ TZい ち . 嬢 真 上 J 薪 凍 寒 取りめ 留 め モ IeL噴 収

葦. 低 波 数 側 め 功 の モLC 嘘 叔 卓 ヒ呼 Eごこと托 す 為 . 二 車 体 1 ミ

ト■巷 の C三0海 亀 辻 一 滴 で けが 会 合 比 何r5-Lて し.ち の 芭 . 才 一 鑑 札 と

して は IQ_増 収 席 が 亜 艶 の C:D ノ 工 B吸 蝶 番が 会合C--OJ)庫 節 波 動

A)寄 与 宅 ち け て い 方 こ とは明 らか で あ あ. イ モ ト C)C,0吋轟 確 勃 境

域 希 a)形 陀女 官 す 奇 ヒ トラ ン えーシスIF,ヒシスーシス 鵡 とが 類 似 し て舟

I). トラ ン スーLラン ス 酵 h 舟 が 膵 凍 な形 官 して い る こ と･9<わ か る Q

これ kfトラ ン スーシ ス形 と シ ス:J文 略 D水 香 港 各 は 央 比 頚 妹 二号 粗 製

て あ l) , トラ ン スートラ ン ス 形 b 水 着 蕗 み せ 疎 放 分 娩 里 でLあ る こ ヒd＼

ら竜 王 て 巻禁 そ あ為 ,

(2) イミド∬吸 擬 革

1 ミk､エtR 収 呑 む席 各 と貰 Ii り･ ′t P D emT/ィ⇒丘 d)イ ; ト正 明

坂 寄 の尊 鹿 Y:い ち を モ は し ラ ン ズーシ.R 形 は シ スーシス 形 J11も トラ ン

ス-トラ ンス 形 に 丸い 蛙 旋 音 も っ . t=め 現 収 著 すN-日面 払 茨 無垢 動

ヒC-N神 埼 鹿 ね tLd)カ ッ プ｡l]ンス k よ っ て兎 わ れ 為 も の IE. トラ ン

ス形-CONH一基 が 青 草 寸盲 ヒモ は めみ 見 わ れ も, したが って イ ミ

ドⅡ 嘘 脱 藩 姓 トラ ンスートラ .ン ス 略 ヒ ト ラ ン ズー:/ス 形 ヒ 幣 萌 有 感 政 市

ヒ奄Jh n こ の吸 収 苛 性7IL,考 ,i/基 陀 よ って は ヒ L 皆瀬 瀞 号卑 け すJ

〔砧J



イミド蓼1＝局益し一Zい究）こヒがし．わか亀．

（3）　イミド1豆い「甕壇ヌ希

　この吸収帝君イミ爲工．吸収番と局じくトランスー00〈1月r母．造：、エ磐

拍な三三希若ある。　同一非畷弍イミドのトランスートランス沼地ト

ランスーシス「彪’ヒニノフいZこの咳収帝あ敏｛くy払「回してみるヒ｛常1乞トラン

ズ」シス溝のカかご一本多くなっていみ登　　・こ：派はトランスーシス形でLは：、

N－H面訂変乱二二ヒ労・ソフ。リン久レ得るど一N伸纈塩勤の蚊承トラン

スー』ランス梶，よ0／恒多い1ヒめイミド皿吸収滞ボ凌れ諺サ多く窺；わ

れねとしzよく説IB月芒汎ゐ。　　ハ↓アセ，夕）レフも口七。弍ンアミドで三本

のイミド皿畷二三囎わ汎亀媚回刊緒叡て封ずゐア剛胆塾の鷺

何によって回転異性体の司能性があみためヒ老セられゐ・　　イミド

エおよび■吸収齋の購含足異御バド皿咳収節の環敵ぽトランス

ーシ・ス形｝Zおいてもきたアルキ）レ塾噛変弘巳よって衷化し’堕の蛮叱め

演向一｝ま　トラ　ン：スート　ラ　ン尺　粁もの蝪合・ら　よび舶肪酉倹工ス　テ　）レノ　契蔓氷物奮

肌0－X一構イ時効・C一×一拝百鋤出盛動・醐幽幽レ致し

てい’ゐ。

ご4，　イミドエ’およ｛ド皿：’吸収希

寸べて翻．重縁】ヒ身賑劃蝉三下軽二本酬ミ隠扱別
訴を系寸。　こ砂覗収詣は重ヨく蒙1引巳よ・てN一日面再激鯖添動との

動ッ♪リン角協轍t投た二三σNl櫛1爾によみもの筋ゐ・
ア，レや、調分。繭媚郭郵剰亡によ・拐ヒり蜘’好い・

ゆ．曲収一つい督ア’唐・レ墓測ピ闘ゐ蝋’騨．嬢兆

、淫心鮪．二細バド蜘収勘肪磁灘1ゆ勒棉
に獺踊く．針耐ゐ練～給物の脳輔殖難齢肋の
〃一λ“一一’ ﾌ雄側瞬りれゐ・す・摘声岬穂は・
翌。膝姐礫し・ス班履胸ぴ・C一牌緬魏樋纐
似、午下示す．肋醐勲繭三三ミド即日融’
駄蹄，掛・・スートランス桝屑薔・駒・ア・・滅ル齢ヘビ

k」つて》可肖り…更牝すみ・　＝れは1正吸収涌がシスーシス弔におけ

　　　　　　　　　　　　　　（6カ



るようkア・レ相曝三分の振動の．硝せ婁憩いゐ畑と卜えられ

ゐ。　；博｝Zジア・セ玉アミドマi・はノ　この＝：とは積め）去興の」垣，用’・忙よつ

て美勤靴梅津られゐ。　コ八ク．劇ミドの囁合．胴椥d刑．お
よ馴卜」・0豚箱振動融：な．分離．，し．て積の法則の輝論櫨と・箪：壮すれぜ・ノ44

となみ。　，．．：これrz・対・し云一イ≡丁ミ・ド11旺’凝集，希で／／！ZO飯ゴ、こ界とカ

ツアリン．ヌ寸．ゐ振動め旧版斎kルてッ∫く系杞．．合物の　／〃3．〃〃π噂’，重

dぐ秀ミィ聞合製勿一～）9’／3．伽一’rヒニ．採閑．寸ゐ’ど：》建秩偉ヒしマ：ゐく・！’／「ヒ．得た曹

両三め一致は賜．兵しすべき葛ので一あみ．

σ）N一ト1およびN－b伸縮振動早岐’昂

　塾ランスード．ランス形およがシス場ス形ゐ賜合Z筒じく．トヲン即

シス形オミkζ’のN一月およ’・び／）吻悼指看護動扱収彰の私も戸ERMI’回章

ヒよ為唱め、ごーレて合捏狛ヒ説・明と7t冶。’ト．ヲンスーシス形のすべて

め面1な娠’ｮ埴i司じ対過）生ともつので・，イミド工専勃と詰合してト」一月

男娼傾動ヒ戸1三に1胃1．芙唱竺起し解るひ0曲論堀1勤め数憾：四馬あり，

想一H｛申諸氏勃吸収帯は二尊の小ヒy一ク乞祥な・うよう1くなみ，　貸下

にこれらの瓜ヒ・，クの浸圭杖と工¢十干お」・び丁名＋五とはよづ一肩

していゐ。　＿お豊氷聾祖合物むはこのような戸’βR吋】映画の司能

姓は．なえ．　N－o｛生竹振予断腹藩は単読な一r本め強時々ヒなつ・ていゐ・

N一月車寄焔勤・吸覆彰分裂の牝診φ他の一つの翁町すなわお諦1島・四の

三子頗」建1互．4乍〕君｝さ．瑠．夜｝2，対しては須．、」煽一奪．い・ので・．，．＝こで1ま1弼・題に

づゐ泌署は：ない。

　本断奪与之乾］三三丑まヒめで…曳干」（菱12示しセ。

身手え表

AA
窯一どoN「’月00只／

オ．ミ1穆4が．．～．ド■　．3えクツ該

ソ画．　　　　　　　　　　　諺之λ娠
擁ミ’層｝ミエ． x十イミド狂　　3／7〃．似

イ　ミ　ド’工化　　　　　　　　　　　　　　　ノブ4フ3

AP 戸r Pβ

ヨ2好．所　3之ク3誤　3宜鴬∫6

，ゑ之∂飯　3鋤伽’　32／9勉

，／622ん　3！〆ρ仇　　」／♂ア例

ノ：7ダ75・　／74クず　　ンフ槻ζ5・

　　’＊

B5

32〆ク屈

3スβ幌

5ン㍍伽

ノクの5，

（占8）
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第七章トラン又一トラン又形ジアセド・

アミドの甚準坂動・

　トランスートランス形ジアセトアミドのよ・ろに封暦注｛の嵩い全・手毘

対して慮基淳振動計算が比軟呪事易・におこなわ玖　そ姓によって扱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
収瀞の嬬厘．ガツ施リンスの形式およが：bの疑寂ヒ濁し詳緬な知1兇

を碍みことが早きゐ。

　前馬までの奨験ならびに箔察から，弧立平手ヒしてC⑳の対揺を

暢っトランズー』ラジス訂よがシ距シス形オミドめうち．繭消喧国軍

可陀おいてかなり最早｝②）乏の1計瞬柱興野っていみ二とボ朋らかど：な

ワたのて｝．）之砂二兎扱勤：孜｝z趾し、豪群・らひにもと6く塾準・帳動計

罫聖池め彗ま童用し考界ゐZ夷1乞られ一ゐ。　　逝二色トランスート．ランズ．

形ジアセトアミドめ面’鳳振動につし、て基準振動の計璋滝お；ない、

二豊kL婦庫電喜えた爽測振興教な、男一当ながの喪数匙用1いて再現し

将於否かセ槙淋し彪．　紫累は壁心ずべきもめむあ’，、ガの髭数雫

各塾準振動め振動墾なぜに興し．以下直べbよbな知冤区iし乞。

身一書詩算法
　ヌチル遷セー団とみなし、　六捧｝珂題ヒして翫の母π右：列法

1慧。て尽し謬）．トランスご一ンス形ジフセトアミド陣詳

。。ひにゑし，メ勃レ基の恒等亀除く／3個の面阿振動甘7個のん

挙動と6個の8・恨動にわむ’れゐ・　このらち．A1に鼠寸ゐ三日

伸i銅後動）ま円陣　の蔦振勤逸弾誰野鶏」によって分誰さ匹みの

昏．A，．5ゴ芙陀6次の衣耳尤崔式閣下く潮；憩ヒ凌rゐ。　計蟻に賢

い苑全夢再座一事およ択言承帯赫綴字標をP乞｝t逸K々干x図と平芯ノ＼

裏k斥す・　ナ＋．畷旧まN－H伸焔二二毎よが余剰歴標の記載ば

壱路し宛。’各対醤建ヒはせれ．冶れ3個’め神籠窪：標およが3個の変

偉r…坐操ボ含3れzいみ。　　’

（7〃）
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普+大域 チ 7 セ ト7'ミ 卜 の 分 与内 庭 壊

永 年 方 程 式 Jt評 人計 算 d)一朝 妊烹 都 丸 各 L音 部 の kロ C-1亀各計

等 頂 は よ ってお こ7'5っ た. 近め F:め軋E行 列匂､ら 国 有伍 , 備 勤 嶺

Lr-卑把よ-7て 授 尊 も 虫 二 Jiち ル ー テ ィ ン も JtF.

戸-∑且毎 k A.

T71よ っ て 下 行 列 七 腐 良 す 7'Jレ ー テ イ ン号 lF東 L 良 , 二二号A且 行

列は き h め て 泰阜 鼻 血 を Ll行 刈 で あ るで､ら J 社の 雑 魚早 急 由敦 値 ヒ

行列や 4)牡 畳 七 あ ら わ す番 号 も よが､臥A且 ヒ お け る非 象 卑 寄 d)田 五

官 且 え て 73互 打 席 こせ 乃 ニ ヒ 陀L･.. 1こ らと 丁 行 判 a)計 居 に -tdこ の 方

京 号 河 い た. これ は 速 ･'て計鼻 機 の メ モ JJ - お よ び計 免 除 IElt L-

ち L:ろ しく 茄 的 す る こ とが で き 75｡ ∠ ;kの河 凝 四 つ (ヮk膏 化 合 渦

管 水 煮 化 を 胸 J2つ 五 二 ･' (Al お JttiL一片JJ 免 )vL何 時 r_汁 尊 雅 た

か P上 乾 の 計 凍 て す八･て お こ); い . 凝 乳 宅 や .1) ン .ト す 巧 竜 Tt r-<0才7

時何 せ卑 寸急 ｡

(7/)



　　づr十ノ＼表　ジア→＝トアミドの分3楼「計．溝差1粟

β’卓凌△（r’＋㌧）　　　　　ε＋ε対講悼網

距彦ムζ彗搬）　　　：　c－c鮨個位画

餅かぐ射の　．’le・鞭（同鏑）
凡＝誉△㌔α蜥。一言一α酋）．・1－・．c－N－c変珀

β・一話ムぐ殉＝αバ・、、塒一団．ビ佑，）cHザ。一．。は・み（同等1

βρ受・鶴一輪＋嚇晦，）

37ニノチムぐひゆ

β2「券△三一㌦）

’δグ二掛△（庵一馬）

3ノ“＝ ｷム（嚇一瓢オ）

ρ〃二藍△ζz触一試バ吋6一加砂＋・嘱圃η）

β！2＝≠△（凶〕一♂ノ6－44十4ユ7〕

CHゴーC』0　　授Lタれ　（1司位相）

c－N一ご迂銅「講1申頴

（ン。溶溶（出湯櫓）

（｝0｛申言　（艶位L槽）

N－H面応変角

C臼3一⊂＝0　ばさみ（逆位培）

CH3－C，0　　賃ゆれ（並位粗）

　づヤニ節’分守定数及が：カの．定数

　潮合阿隔さ｝よが’原町隅角は喜決にようN一下テールアセト’アミドの．基

準紬計算’りに恥・ら恢肋セせの紹画した。分子解
デンシア，鴎．旅EY一β凧b圧Y力湯娚を恥、た．　この方彫は

計算己磨薯なカの良数甘掩摘（K）．3傾，波痢．（のおよび面堤（

万’）　香々ま個，計・ノ3イ回でLあ・る。　　こ2tらのガの」足・数甘．すべて問1彫ρ

羽のが〃一メ舛アセトア鉢の振動計算に恥峡でU’みので、

猟ら章章て知肋計恥訟な・彪．’ g・叔裏・・エ・IZは・。れ

らの但琢す・二・踊。一ル・己，＝劇す動の鰍に＿・ては．，．ジ’

　　　　　　　　　　　　　　σz）



アセトアミドめ湯手，両罰唐琴勢威カル菰ニル長二重あみから、穽

労がズ吾ル良蟻㍗あみN一メチ・レアセトアミ．ドの植琴芝め吊せ用・・み

の慧筒麺であみ。　乙かし両増がかレボニ，レめひ酔C変電および・

C－C測発ρカφ下下め計単例曲馬・ので，使．呈上表に示した腫と

用．い．補正は野師の庫鼻骨おこ乃みこヒ陀し苑。二のようにして弐

一闘の計靴恥な・画ゴビフン刷1の’話’々・らガφ’
bﾌ補

正趣鋤言悌糠軌払．最紳1需ら麻力旅数勲や死
出■k示す。　結合削廉，原薯価循唱言池て突ヤクL簸．に示し芦・

身十九表　分尋良数およがてめ琵数

K

C－N

．・fCH5
Cご0

・結合簡・蹟σA）』

　　義3’ζ

　　み‘4
　　／．え／

・工

‘．‘

3．女．

’2．古

－．正・

4．o．

ノ、．7：．

9、8

H－CN

C－N－C

CHザC－Nl

o畳。－N

c面一。・o

．原手・御’偏

工

／ス〃σ @　．夙13ζ’

’／えoo @　〃．え’〃

／之。．ρ

　　　o’／又’o

　　　o／zρ

〃．3〃

〃．3’

己久3∂

H
　∬’　　エ

グ．9／「　－〃．ポρ

〃．6一・汐・・　〃．くど。

〃．30．　〃、ま毛。

〃．2〃　　’／い←o

oz冶　　o葦一〇

i
〃．3、夕

ム70
0、70

ムz・o

‘久｛ケ。

・身耳飾早算紬黒
力蕨野鴨・・瑠吟興振轍ヒさ寸句．L矧お岬ボ

テンシ。虹ネルわ（匠）分ボ6）騰賦しぴ駒帰勲
4津。こ櫨働劒矧直と芙に知＋榔禾す・⑭庫
細字勃に痴す急下平はん畷片削む方がβ∫吸収箒詐り釦3ク砺f’

融杖呼物り，圭・k勲磁輯ないの・蜘’β・軒樋纏
　　　　　　　　　　　　　　（ア3）



氷素抽に’よ． 狽ﾄ鋤． ^ま伽イ枢波数側1二稼動寸ゐ実験三三をよく説回
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第憧結 論

　本点心において得た富田を専約すずuざ訳の如・く孟あみ。

．．！．）ジ．アセけ『ド横晶燃・エ’チ’らア’レ張ル・ク顧
永）レムよ参昇茜晶［…童た嬉、烙融状聾よヴ蓄晶～払して碍られ乃宴粟彫く

A形）　ヒ　オくより茸諸甚i．して瘍：られる：不払i良琵多　（B形）’｛が存：右…寸
　　　　ノ
巧。　’イミ・．斡差、におヴるぐ＝0、緒合ヒト1一十ノ奉吉島との祖互泣i監養‡葡差「で

’：ぱトランズ歯シス影ン猿島さ甘’トランスートランスi移さあるや

　ゐ）　〈ノ　ア．セケ）レア廿ピ切ンアミ’いノジフρとゴピスンアミ’ドノ　N一フ㌃コ

ピラ（二）し一鬼＿ブ・・チ）レアミド圭5よ「聡～》一免4・今・〉しアミ．ド〕ば専タ…績・晶’中庵ト

ランスー1・ランス三一ヒってUる．　トランズートランス形イミ世は次

のよう戦記鉢塒榛や鼓版薪起もって㌧｝ゐ。　　ハ』ki黍化合駒；イミドエ

（c乱’／ア35冒碗／、∫），イミ：ド五（o配ノよ∂5’伽一ノ．β），イミ

ド】互くアセ・←ル体！o全ノノこ4乙。伽’ヲ、ゴ薪該プシ）レ体．　σ¢ノ／」）Oo拷

β）イミド四．（餌600厩ノおよび5一〃〃露／．催～Ψ）ノイミ・

ド7，（o¢フ・30偏1，勿）ジイミド可（ご比6早。畝’！、W）二

〃一壷二二～と合凱イミドゴ（β’〃・／3・・飯㌧3一％）．

イミド∬’（汐ρ・ヘク8・爾／．侃）．オミ梓ず（c％4ρ〃〆．

倣♪。

　3）〈んアセ今ルフFロピ：キンアミドおま・ぴジフ・ロピ：；ヤンアミド睾告晶

の諏外二乾鳥はトランスートランズ影から矛想をれ葛忌めセよく一致1

・すみ。　’　トランスートランス、形バミ　ドに夏，られるN一封神品：振動咳．収鞘

の合｛裂姫え〃〃〃顔’）ク～下の薪’1生：壊勃の結合者との万β契～w昊嘗に

起因レすみ彦のであ為。

　4）　ジブセトアミ1緊A轟多緒言は1＜エノト4α．エノL．乙工，Nごしβヒ・、

∠．どβ｝首た昌：ムノαとの混合rzよって♪をの分尋影オぐトランズーシタ㍉形

主リトランズートランス・形へと反ヨ医』すみ。　 この～気華ζを二規：1劉戊「る惑の

はノ、ロゲ’ン2ヒア｝レカリφアニ六ン8よび’ヵチ亥ンとノ　ジァセ．トァミ

ドのN一月葡よびC，ひ基との1罫亀古訂詣よが立体、前福互柞：硝であ．な。

募非∫ノニカ及、転盗擁くめ存在口よつて促壷され冶。

　　　　　　　　　　　　　　（8㊨



T〕 コ,＼ク削 ミ ドお よtH レイン薮日 ド ぼ茨OH ,長 与ス-i

ス形 イ ミド の奇 外港 牲吸 収 帝 を未 す :N-水東此 告 劫 ;水 谷呑 イ ミド

I C 化 /77 0 cm-/J 耽 ) ノ 合金日 ド 工 (- ′7cccn-/, ∫).

CIN-C封 碑 舟確 ( ′] ㌔ O へ ′3 l o t--1ノ Sj,症 +J面内東 海お

atiLtC-～-C亜対 韓 掃 縛 ( ′ 拍 ♂ - /570耕一′, 礼 /ヱ cc ～

// to cp{/ ノJT) ノイミ ド打 〔 昭占40--/} 統 J ,イ さドⅤ(

Pc L9 - 7♂ C ogZJ/J 甥 ) / イ 卓 - (ER3lf o 崩 ′′ -WH ～-生

水乗 化 合 物 ,～-D面 河変身 あ よbIt骨 格瀬 軸 (蚊 H o o cq{/ JS ～

wJ 鈍 J}j D th-/. ∫ -甘 〕 , C-N-C鹿it親 沖親 (/3 0 0 -

'･Z ♂cowl-/ . 3) JJミ ドⅤ′( 占tC ～f c ♂ 由 一/JW ) ク

占) iiア セ ト ア ミド よジ =i-升7･ケ ∫レア ミ ドrL亘 る亙埋 0)非盛 者 イ

ミドは胡 虚 化真束.甘 塩化 エ ケ レン 書 たばこ線化 真東 罫 渡や < 貧 を

す -j5ヒ空は トラ ン スーシス 形 モ ヒ ろ d トラン ス-シス 形 イ ミド の車外

購 娃 薯 堺 静 は次 の i う であ る :～-光束叱 金物 .,イ ･キド =LL 〔C等叫甘

- J ノ 解 〕 ノ イミ ド工 も (Ca'/ 占 デJtZqEl J s J ノイ ミ ドE:( CA-

/ t o o c,772-/.Rj ,イ ミ ド丑 (アセケル 容 ; Ca/50ccql-1弟 よ

が 絶 / ズ え 0 読 一㌦ 5,,養 鯉 ワ シ 心塩 ;α ′ ュ /0 cQ,i-/ぉ J tr 絶

/′ 占 o 押才 . JJ ;～-垂水 東 化 各卸 3イ ミ ド甘 く/3{O- LZ♂♂

m L-/.3 - 耽 . - ふ 月 旦 三 太 ) ノ イ ミド正一｢ / / ヱ O - / c c cm-I

m,) ｡

7) ト ヲ ンス-トラ ンス形 イミ ドd)希 外 癖 連 破 収 静 持 生 抜 と し て1､

ラ .Jス 形 モ ノ置.換 ア ミ ドd)市 外 紫 吐 破 収帯 とよ く封 志 し ′ 'yズー>/A

形 イ ミドLD.#外 港 睦噴 準 轟 は :/ス形 モ }置硬 ア ミt.-d,市 外騰 吐 漁 牧

帝 とi く対義 してい る｡ トラン ス-シえ酵 イ ミ ドの禾 外港 蛙 嘘 収帯

は 前 二 苛 の 中 )V 的 な浄巌を>ij3-え て い る｡

9) UREY-BRAPLEY 型 卦与 鳩東 テ ン-> 7 }レモ府 い T=Ttラ ン

ズートラ ン ス 形 ジ アセ ト ア ミ ド Lb塞津 強 敵 計鼻 は異 刊撮動潜 を最 大 訣

巷 ge/oiX性 で南港 する こ とが で き るp 計虜 た ま って終 られ itカ07

鼻,-iJElN'-メチJL,ア ヒ ト了 ミト､d)対 束す る韓 ふ の JJTb)発毅か ら/削 tを

勅 の比 蜜 柑 蛙 壊 0)材丘 も尭 轟 tJて克明寸 も こ とが せ き 為 ,

(33)



　ヲ）同族捌七合互痛よぴ効同位元寮劃笑様の基本振動数の｝願

）ま亥のような同嫉列同柱元系分手t二蘭サな和の法則が成立す：る。

「一j亀の周族列に擁する化1＼物のオ侵動敷の二鼠湘とノ対応オゐ周’位

元豪置換体．の塗江と：の差は、μ位元素置」災の謙…説が’史であみサ屋り

変の．周族列に国看落是救ヒなる．」

　この法；則ばいくっかの購．族判分」を控つい《完全な掲｝藍めおこ7夏：わ

江乏し、るア，レ＝ユニ）レ渉プよび毛7置換アミ．ド、按Loし、てよく、成立して㌧、

る．　またこの法則遊用いてトランスートランス彫非姦式オミドにお

ヒ〉ゐ4ミド皿およ呑Ψ咳狼蒋のアルキル；垂変イ払h：よ’る波教衷毘ボア

）レ崇ル蓋の；展勧ヒの力蝉フ・リンヌに鯉1因すみことを｛匿かめみとヒボ

でさ看．

（84）
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太鼓束 h 東 池 に あ r=,)卿 博 満 なる御 領 盈 嘗頻 った前景 郁 入尊 敬泉

寄木誠司簿 と ヒ重 ん魯教 育 を 表 す 毛 . ま た 泰 時 苑 の 果 施 t7Lあ た り

寅城 跡 懲 嘗 な る 摘 巧 鼻 と櫛漁場 モ濁 った辛野塵 三 敦盛 ヒ 窪 人 や澄封
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らyLR 大 隈 大 草 藤 島 印 杜 埠 士 に 喪 神 寸 7). ま た 兄 貴 奇 柵 を 蒐 窟 せ

らYLF=東 都 入 洛 五 泉 分 冊 七 ン p -演譲啓 一耶 麻 i=75らぴ tて助 力 薦

変 数 に 物 Ibtcれ た 敦 轟 昇 一. 宋 ヤ郁 子 d)韓 缶 に 感 酎 す る.

本 噺 最 の7g:象 は下 窮 に 公 最 した .

7' J'紳 ザ血 品血# 丘欝必 読 空 .工･‰ -逆夢 l一

也Z2品-#豪-C品 -遠 idL趨 弊 -成 る (夏鳥

竜 , 手簡 〉 GAy･凸‰七･品℃･』ヂ LuL, ijf, (甜J(/Pd/)

･Z〕 郡 上 ∬ ･ ス左 脇 ム上 郷 - 庖 -.dd ci

-zftJt-JZiet 血管GAL ふ LLtfeLdふ 塊 a酵 払 -

血 (凍 鳥 居 ･尊者 ) 烏鎚 -)上空 . f f / (/P占/)･

jJ 可 上 皿 ･J琢 a- ∠ 血 -#華甲LLC7伽 ,--血

442Jt 神 妙 (要点 尭 J尊即 云組 ･,if･

3 L / ( / デ占 /⊃.

4)国土 7g.切 払 品 #勉 励 - 払 御 eL

碑 尋 よ描 .速 く実弟 jE,草野 箕やノ)iA云左 -,

3# / 4 4L㌔ ( / デ占 /),
_ }

3-)田上 Ⅴ･解 読 空 -ふ し aJZLZl･石誠 四･車･
-チ- ふよdb ふ 必 (鋸 盤 J細 )泌 ･}

3∫ , /ス ス t (/P∠ L )･

･〕一柳 やお銭血･ei- cP .阜如才 -払 ム益
(RLj



　　翫鵜脚毒（策秦埴・導野）盈屡ッ・童ノ
　　ゐク6ζ／％ゐ2．

フー）　」グ隅幽『デ燕議蜘4瞬
　　～磁声L珈｛（芙箔治・導野）
　　ウ軸・蔽2　∠一2・え79（／タ6乃）・

2）　伽・ノ融磁一励4エ蜘一・2吻　
　　（’嬬乱轄）β濯・ぬ・ゐ・〃・嘔・麟中・

の6）



実　験 の 部

芽一章引回の・部
ノ）試料の調製

　ジアセトアミ’ドはハ／〃4（i乏牝牛’下にアセトアミ『ドを無永予州でア

ゼケル1呂して合戴した3θ，服飾澱エーテルよリニ回覇縮晶し

てA三三晶匙得彪。　融蓑δL／06．理諭植’一．ε，々78エ・ト1，ゑタ8．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
〃，　／3．δ≦‘％〔r野州：担　e，4究4ヨノ’卜…．7λ／7ノトし／欲・虻♂

％．．この君あヨ水滲液とし∫♪〃～35。で’一ノ〃帆硯樽費塔嫌

潜去強ノ・ひきっおさ／0餅」訂髭燥す九ぼB形・結商を得る。　融羨．

冴〆ρこ，莫験但　己、伊7き伊ノR，7ρ8、N．／3ゆ‘％。

β骸平井は元素分棺の前嬢におい示タト頭収スペ’クトルにぶってA形

セ腫干してい，ないことを礒か泌龍．　ジフセト・フミド収は彪法に吃

り重米との麦酒夏詫1とよって裏した。　永乗化合物門形篤轟め蜴含

Z同条件廼宣フ】く芝初回す凧ば6彫諸藷が周しら｝て、アセしソードライア

イ尺琶舟uて／～え偽仇稼で・四二乾三法によ4て重永を除厳す沢ば

る影紬藷瞑ぐ蕃わ燕ゐ，・・望’冬蔦掲和亀，手脚ρ昇。含’量9ケ日％のぎ

のき用い彪。

λ）三三条件

　三三二日本分挙製鰍．冗。βづ・1型爺珪奇縦庫翫岩匿

助興ム（4。“〃賭∫クがり．憂化カリウム知擁4ぐルク
～4“。伽一・）。　波豪段正感アンモニアガスおよびぷ以少レン
ブイル云によつでお．こなった・．一．…’藻」皮．瀟颪こ36・〃一ユ〃〃痂ニ

ヰナ爾ノ，ル〃グーμ〃厘1・士ス碗ノ・／え”～4”

伽・．±／・耽イ。．試輪回召湘一，吋餌へ．綱舛騨

妙エンやストピして報臣・邸童画船物測勧徽
はズ4〃“一スλ〃・厩・め走酸ガスの吸収舌陀一よゐ妨署．セ徐くk

み分光器蹴乾煙垂系ガス毛重じ応

（3ガ



　舞二章実験：の部
プ）拭料の調製

　炉アセケル争ロピ穴ンアミド，・ジ争・ロピ久ンアミド，ハ1一％ロヒ。：κ

ニレ卿ケ醐・曲よ砂癌ケ・げミド脇躯・施残・
たが、・，酸クロ1バと酸無糊厩合齪一級アミド畔用dて
アシ，蹴レて襲した。　非対輌隔式オミドの合虫に際しては鋲張

鋤短いアシ，レ基が描アミドに四望姓ゐ諦に療料を蛍ん翫合

裁した非銀寅イミドはいずれ遡石滴エーチ，レより数回再鮨卜して澹

製し宛。こ1れらの乖旧式イミドの元豪分祈潭および融雲な劣‘十三

表｝’2孟す。　再詰晶溶く渠迄して氷琶用いても振外照収スペクト，レに

壷化甘認めら沢ながつ箆のでン　！V一重来豪毘合物目：重匁との引換独声

後．置舳の壷永哲継レて製し鮎　双三の試料はすべてヌジコー

ルま勿まくキガク”・フ・タ茅工・・ぐ一ストとして瀕廉し肱

疋）測衆三井

　妾一責に同じ

ナニ十三，孜．　商・叛非露式オミド’の粗成わよび融冥

　　理論但％

o　　日　　N

　　契庚狙％

C　　H　　採1

ハ／一アセ今ル

争ロヒ：。式ン　＄～ノ6　　7岳計『ん～ノア　 禽．9’　久’」ζ　κ漣～

アミド

ジフ・ロビ才
　　　　　轟クタ　・哀調
ンアミド

〃一：㌃ロヒ。六

二．ルー匹ス今　5ソ．ク君　　ヌノ’

ルアミk’

ジーグ巴ぢメ・づ・，レ

　　　　　6ん穴　　1貯6え
アミド

愚計　 」ζ”　 a，ρ　ノ4〆ン

ヌ23　 潔47　診ア’　　ヌ，70

訳9／　　幽a～　　ヌ‘ζア　　タノ7

◎’8）

　二方、o己

本研究　文一献

　　　　切、P、ζ　　」ゼ

ガダ　　！悌

〃6　　／〃7
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’ρ
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身 三尊 兵 敢 G) 部

Jj 離 何番 竜 宮 封 の珂 婁

'}プロ｡ ピ オ ンア ミド意 向 は N-ア せ か L,7bロビ ズ ンア ミ ド0番 晶 を

二枚 d,岩 窟 嘘 に は さみ 鮮度 吹 上 に収 容 し て滑 錬 士 且 た勘 岩 塩 謎 の

-歯 に鼻息帯 モ浄 して 温 度句 取組 しっ っ東 部 7 yLは■.鼠 最 中酷の方

向 r:斬 向 帝 量が 成 長 す 為｡

え) 充 外 二 菅 牡 の 判長

上乾 離 向 帝 晶 の轟 も長 く乾 向 し た朝 命 亀塵 JtF, 甘 正 敏 iM-2_P蘇

外 観 軟 式 あ まぴEPJ一之智 東 外分 蒐 光 束 計 (岩 畳 7gリ弁 ム 村つ 1.三よ

〃て L/C 0 C 〝∠ r O威 ~/d)諌獣 免 田 包 勤 乾 した . 瓶 見 与 1ま 温 LE

鴫態 直 慮聖 b もの 里親 救荒 に強者 し. 鳴 光 等 七 PcQ 頚を号令こヒ

13よJ;て蜜正せ Jぴ'子 持 偶 発 号 試 料 t=ゝ 封 漣 しめ た｡ 帯腺 池 蕗 Il

は ′ MEが久七 九･号滴 ゝ l/ll筑 唄 .嫡梅 南 池 亀 の光路 長 官 尊 しく L J

/ C 0 TV 血 路 TE賓 直 J ヰ 拝 顔･浄 兄 1二如 し 拭 先番Y=dLっ て 萌 挿 し 丘.

也 d)剖 簸 条件 吃 つ い て枯 骨 -貴 !乙同 L'_

｢東田善 良 魚 の 帝

1) ,＼t]ブ'ン化 ア ル カ り o痢闇

市 簸骨 髄 のNaCCも よ tFLkCQ苦〃aikJQ方 法 l~こ上 り館 和 光 温 泉 に

演 塩 宙 七胡 え 泡盛 せ し め冴泉 藍 懐 した Ji). 宙 鞄 一飯 のLitI ,

LLLβ r / 溶 級 のKI. KBr ,NaエJ N'色Br. LとCC モ 々

の舌 鼓 河 い た , こ れ らの '＼T3デ シ化 プ ル ガ り せ ぇ00 メ ッ シ ュ 1二
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